
編集•発行／広報肱川編集委µ会（愛媛県喜多郡肱川町大字山屈坂74番地） 発行／毎月20日lllil・全戸配布 印刷／復予社

写 辰

繹蕊繹奏躊繹奏 締躊蕊

1988•―月

（
 

No. 2 ）
 

v-↓」如

一

（予子林・客神社のム払凰羅』・~ 一“•一 ~---、一・
民俗芸能を一堂に集め

肱川まつり

4月298、町内の民俗芸能を一堂に集めて競演する肱川まつりが肱川分校跡

地で行われました。このまつりは、 町制40周年を記念すると共に、 町内に古く

から伝わる民俗芸能を町民の方々に知っていただき、これを後世に伝えること

をねらいとして行なわれたものです。この日は、あいに〈の雨でしたが町内各

神社の鹿踊り ・獅子舞いなどが次々に披露されました。 (3ページに関連記事掲載）
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人 口

男

女

世帯数

3,918人 (+15)

1,925人(+6) 

1,993人(+9) 

1, 0 7 7幕(+5) 

（畷和況皐4月30日襲宅）
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布
権
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候
補
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別
得
栗
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届
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お
よ
び
、
投
栞
所
別
の
投
票
率

表
の
と
お
り
で
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。

（通称）
兌派

新現

候補者氏名 元別

山内壮亮無所属現

渡邊弘務無所属現

右河次郎無所属新

山本登志夫無所属現
ー」 ー＇一

八 九
ハハ沖野常ー無所属現

八五 三山口清政日本社会党現

梨人人村田英夫無所属現

岩田滑茂無所属新

投票所別投票率 西田盛夫無所属 現

愛媛県議肱川町訊西本源格無所属現

投票所1
会譲且 会譲貝
選挙選挙

山中美茂無所属新

(58.4.10) 1(58--:-4.24)宮永計次無所属現

第 1
下石勲無所属新

（役場） 74.40%195.77% 三好 一男無所属現

第 2 神井窓一郎無所属現

（岩谷）
69.00% I 93.42% 大田恒無所属現

第 3 74.23% I 93.27% 
宮氷久古無所属新

浮即1) 堀和明無所属新

第 4
（大合）

I、 66.67%192.03% 

第 5
（中淳）I 79.07%191.57% 

第 6
（予子林）

I 69.88% I 94.08% 

第 7
（中居谷）

I so.86% I 95.29% 
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五
月
六
日
、
改
選
に
伴
う
肱
川
町

膿
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
沖

野
常
一
氏
（
五
十
二
成
）
副
議
長
に

大
田
恒
氏
（
四
十
八
歳
）
を
選
出
し

ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
只
会
委
貝
の
構

成
も
行
わ
れ
、
次
の
委
以
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

（
◎
は
委
且
長

0
は
副
委
只
長
、

敬
称
略
）

町
議
当
選
三
回
。
文
教
厄
生

副
委
且
長
。
農
業
。
大
谷
。

圏
文
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厚
生
委
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西
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副

議

長

大

田

恒
(48歳）

石

河

次

郎

下

石

勲

略

歴

町

議

当

選

―

二

回

。

文

教

厚

生

委
只
長
。
農
業
．
宇
和
川
。

句

議
長
に
沖
野
氏

副
議
長
に
大
田
氏
を
選
出

ー

肱
川
町
臨
時
町
議
会
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＠

議

長

沖

野

常

一

(52歳）

昭
和
五
十

七
年
度
の
町

税
完
納
表
彰

式
が
四
月
―

―

+
B午
前
八

時
三
十
分
か

ら
肱
川
町
公

民
館
集
会
宕

で
行
わ
れ
ま

し
た
。肱

川
町
は
｀

四
十
九
年
か

ら
九
年
継
続

し
て
全
組
合

が
完
納
と
な

り、
町
長
か
ら

完
納
と
な
っ

た
全
組
合
に

合 計I72.53% I 94.03% 

前 副無投釈覧｝誓

月
野
尾
・
橡
の
木
瀬
納
税
組
合
と
ニ

十
年
継
続
し
て
完
納
と
な
っ
た
小
畑

井
・
山
槌
納
税
組
合
が
町
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
納
め
て
い
る
税
金
は
、

住
み
よ
い
数
か
な
町
づ
く
り
の
た
め

に
他
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が

税
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ

き
五
十
八
年
度
に
お

い
て
も
全
組
合

が
完
納
と
な
る
よ
う
こ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ill産
集
委
員
会

0
神
井
恵
一

郎

0
山
内

壮

亮

山
本

登

志

夫

大

田

恒

略
歴

山
中

美
茂

感謝状が附られました。

また、昭和三十三年度から連

続二十五年完納となった汗生・

収 納 額 収納率'

固定資旅税 24,029,750円 100% 

町県民税 19,155.290円 100% 

軽自動車税 2,450,700円 100% 

木材引 取税 116,380円 100% 

国民健康保険税 70,5 l 5,6701IJ 100% 

＾ II 

計 J 16,267,790円 100% 

昭和57年度 納税一覧表
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牛鬼・鹿を先頭に街中を練り歩くおたびの行列

肱
川
町
の
創
立
四
十
園

年
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、

町
内
の
民
俗
芸
能
を

＿
成

に
集
め
て
競
演
す
る
肱
川

ま
つ
り
が
四
月
二
十
九
日
、

肱
川
分
校
跡
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
．

こ
の
肱
川
ま
つ
り
は
、

町
内
の
各
神
社
に
古
く
か
ら
伝
わ
っ

て
い
る
祭
礼
文
化
財
の
お
み
こ
し
｀

牛
鬼
、
鹿
踊
り
、
獅
子
舞
い
、
お
神

楽
な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
い
て
郷
土
の
文
化
財
に
対
す
る

認
識
を
深
め
、
そ
の
保
存
伝
承
を
図

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
肱
川
町

神事では町民の健康と五穀曼穣を祈願

鼠
圏
里
圏
賽
罰

り
〗
〗
圏躙
冨
字
繭
字
土
諏
翌
〗

[
 

で
初
め
て
行
わ
れ
た
お
祭
り
で
す
。

当
日
は
午
前
＋
時
、
牛
丸
を
先
頭

に
お
み
こ
し
・
獅
子
舞
い
・
鹿
踊
り

の
行
列
が
肱
川
中
学
校
を
出
発
し
、

鹿
野
川
商
店
街
を
錬
り
歩
い
て
会
場

へ
向
い
ま
し
た
。

お
祭
り
の
会
楊
に
は
、
肱
川
ま
つ

り
を

一
目
兄
よ
う
と
約
二
百
人
が
雨

の
中
詰
め
か
け
ま
し
た
。

午
前
＋
時
か
ら
行
わ
れ
た
第

一
部

の
肱
川
祭
り
祭
典
で
は
、
町
民
の
健

康
と
五
穀
翌
穣

（
ー
じ
ょ
う
）
を
、

祈
顛
す
る
神
事
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
あ
と
午
前
十

一
時
三
十
分
か

ら
は
第
二
部
の
ふ
る
さ
と
の
舞
い
が

開
茄
し
、
優
雅
で
哀
訓
を
お
ぴ
た
鹿

踊
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
肱
川
町
に

は
、
中
野
の
三
品
神
社
を
は
じ
め
、

大
谷
の
三
島
神
社
、
岩
谷
の
邪
日
神

社
に
伝
わ
る
六
ッ
鹿
踊
り
、
そ
れ
に

予
子
林
・
客
神
社
の
八
ッ
鹿
踊
り
が

今
も
地
区
の
若
い
人
達
に
よ
っ
て
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を

持
っ
た
鹿
た
ち
が
優
雅
な
踊
り
を
一

時
間
に
わ
た

っ
て
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。華

や
か
な
鹿
踊
り
の
次
は
、
大
谷

の
三
島
神
社
と
道
野
尾
か
ら
出
演
し

て
い
た
だ
い
た
勇
壮
な
獅
子
舞
い
で

す
。
沿
出
野
尾
の
獅
子
舞
い
は
、
大
人
・

子
供
合
わ
せ
て
十
八
人
が
必
要
な
た

め
人
貝
確
保
が
大
変
で
、
こ
の
た
め

昭
和
三
十
年
後
半
か
ら
休
ん
で
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
肱
川
ま
つ
り
で

は
ぜ
ひ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
も

塁 と・

ら
お
う
と
、
毎
晩
集
ま
っ
て

、
練
習
し
て
こ
の
お
祭
り
に
出

）ヽ舞
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

チ

こ

の

獅

子
舞
に
は
、
さ
き

ぶ
れ
、
ね
や
お
こ
し
、
オ
ン

獅の尾
獅
子
の
舞
い
、
豆
ま
き
の
楊

面
、
そ
し
て
メ

ン
獅
子
の
舞

野道る

い

、
最
後
に
獅
子
が
つ
り
込

ま
れ
る
踊
り
が
あ
り
ま
す
。

す露披
な
か
で
も
ね
や
お
こ
し
の
楊

を
面
で
、
ゆ

っ
く
り
と
獅
子
が

）
 

，．＂ 踊

起
き
て
く
る
様
子
は
ま
さ
に

しヽ

生
き
た
獅
子
を
思
わ
せ
ま
し

しら

た

。

ば
こ
の
あ
と
は
、
肱
川
ま
つ

り
の
た
め
に
長
浜
町
の
翌
年

す

踊
り
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
特
別
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

踊
り
は
、
田
ん
ぽ
の
も
み
ま
き
か
ら

収
穫
、
そ
し
て
お
庄
歴
さ
ん
に
米
を

納
め
る
ま
で
の
様
子
を
体
で
表
現
し

な
が
ら
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
踊
り
ま

す。
肱
川
町
も
近
年
、
農
地
整
備
に
よ
っ

て
農
作
業
の
機
械
化
が
進
み
、
今
の

子
供
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
農
作
業
の

風
棗
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
四
年
踊
り
は
、
こ
う

し
た
子
供
た
ち
に
踊
り
を
通
し
て
サ
宜

の
人
達
が
苦
労
を
し
て
い
た
農
作
業

の
様
子
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

豆
年
踊
り
も
終
わ
り
、
最
後
を
飾

る
山
応
坂
し
め
神
楽
公
演
が
始
ま
っ

た
午
後
一1

一時
、
突
然
強
い
風
を
伴
っ

た
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
や
む
な
く
‘

し
め
神
楽
と
束
西
対
抗
力
く
ら
ぺ
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
予
定

昔の農作業を軽快なリズムで表現する量年踊り

し
て
お
り
ま
し
た
も
ち
ま
き
も
き
ゅ

う
き
ょ
会
楊
を
肱
川
町
公
民
館
下
の

駐
車
場
に
移
し
て
行
い
、
肱
川
ま
つ

り
の
硲
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
肱
川
ま
つ
り
が
、
予
期
せ
ぬ

悪
天
候
の
た
め
、
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
部
を
梢
化
で

き
ず
に
終
っ
た
こ
と
は
ほ
ん
と
う
に

残
念
で
す
。
し
か
し
、
今
回
の
肱
川

ま
つ
り
は
た
だ
の
お
祭
り
騎
ぎ
だ
け

で
な
く
、

肱
川
の
里
に
も
こ
ん
な
す

ば
ら
し
い
伝
承
芸
能
が
あ
る
こ
と
を
、

そ
し
て
、
こ
れ
ら
先
人
の
残
し
て
く

れ
た
貨
韮
な
財
産
を
現
在
に
生
き
る

私
た
ち
が
ど
う
保
存
し
、
後
世
に
伝

え
て
行
く
か
と
い
う
、
新
し
い
文
化

の
創
造
が
芽
生
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か．

各
神
社
の
関
係
者
の
か
た
が
た

や
、
お
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
川
上
商
工
会
守
年
部
の
皆

さ
ん
に
は
、
雨
の
中
ほ
ん
と
う
に
ご

苦
労
様
で
し
た
。
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町と住民のパイプ役
~ l 

新部落長さん決まる

今年度は部落長さんの交替期にあたります。 4月 1
日付で別表のとおり43人の新しい部落長さんが決まり

ました。

町と住民を結ぶバイプ役と して、また、 町行政の推

進や部落振興のために向こう 2年間、ご苦労をおかけ

しますがよ ろしくお願いします。

昭和58年度 部落長名簿 〇印は地区代表者

部落名 氏 名 部落名 氏 名

小畑井 増本英敏 〇下鹿野川 二宮 箕太 郎

萩野 尾 北川静雄 上鹿野川 松本久夫

汗 生 寺尾武由 京 坦`＆ 武 田英登

道野迅 万願寺亀次 兄の越 宮永利彦

上森 山 新山 進 月野尾 山 内湘雄

八 重 栗 金田賢 三 下敷水 椎野都 夫

〇山 槌 上田福徳 敷 水 川脇澄瑠

協 生 櫻田宋満 上敷水 宮永 和夫

嘉 城 上田 毅 下嵯峨谷① 藤中 正

共 栄 上岡勝一 下嵯峨谷② —-,邑•. 共：

中居谷 石家博昭 0上嵯峨谷 帽 子照 雄

白 石 束 政房 菟野尾 冗永伊佐 夫

影 地 岩 田 博 橡之木瀬 中川 彦 四郎

〇広 常 冗永友行 柳 森岡一拐

久 係 岩田瀧雄 郷 松田福市

大 平 丸川吉麻 市 之 畦 橋本英機

大屋敷 向井 務 瓜 生 谷 井脇欣一 郎

森 浜田静夫 町 伊藤吉 ！貨

肱 栄 菅野定信 〇藤之 原 井上 孝

大 和 山 本 保 小 倉 一- .,..邑 舟

中 野 橋本周矩 中 津 宮岡徳揺

小 薮 薦岡嘉光

淡
い
ピ
ン
ク
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
と
、

鮮
や
か
な
焚
色
の
ヤ
マ
プ
キ
が
満
開

の
四
月
十
七
日
、
鹿
野
川
花
ま
つ
り

行
事
と
し
て
今
年
新
し
く
企
画
さ
れ

た
モ
デ
ル
撮
影
会
が
、
丸
山
公
園
の

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
谷
と
鹿
野
川
園
地
の
両

会
場
で
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

•Jo 
キ
‘
.当

日
は
、
松
山
市
を
は
じ
め
近
隣

市
町
村
か
ら
約
二
百
三
十
人
の
カ
メ

ラ
マ
ン
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

午
前
十
時
、
丸
山
公
園
で
松
山
女

学
院
の
英
女
二
人
を
モ
デ
ル
に
い
よ

い
よ
撮
影
開
始
。
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
ヤ

マ
プ
キ
の
花
を
バ
ッ
ク
に
、
カ
メ
ラ

マ
ン
た
ち
が
次
々
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
午
後
か
ら
は
、
会
場
を
鹿
野

川
園
地
に
移
し
て
、
八
瓜
桜
や
ツ
ツ

ジ
の
な
か
で
午
後
二
時
＿
二
十
分
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
で
は
初
め
て
の
撮
影
会
で

し
た
が
、
モ
デ
ル
さ
ん
の
休
憩
時
間

も
取
れ
な
い
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

ー
モ
デ
ル
撮
影
会
は
大
盛
況
ー

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
谷
は
カ
メ
ラ
の
放
列

な
お
、
花
ま
つ
り
期
間
中
の
写
以

コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
作
品
の
発
表
は
、

II

広
報
肱
川
Ii

六
月
号
で
行
い
ま
す
。

-蘊返
花をバックのモデルに次々 シャッターを切るカメラマン

わガりやすい薬のうすめ方

-1呵•:r•rfi1-

ッり
立

プコ
18

？↓
澤

↓
 

サカズキ

g → 
1杯

マハU
ぼ

衛
生
害
虫
は

隣
近
所
で

一
斉
防
除
を
／
．

0
 r
肱
川
の
土
に

g
ず
け
道
標
・
め

ざ
せ
繁
栄
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、

町

内
外
よ
り
約
二
百
三
十
人
の
出
席
を

え
て
、

町
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

が
開
か
れ
た
。

席
上
、
四
十
周
年
を
記
念
し
て
設

け
ら
れ
た
「
肱
川
町
功
労
賞
」
の
表

彰
が
あ
り
、

町
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

万
永
廣
氏
・

山
内
利
政
氏
・

香
川
亀

久
次
郎
氏
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
各
方
面
の
功
労
者
九
人
に
感

謝
状
、
八
十
八
歳
以
上
の
お
年
寄
り

全
只
に
金
盆
が
贈
ら
れ
た
。
今
回
は
、
五

十
年
後
、
百
年
後
に
開
か
れ
る
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
ニ
佃
が
、
後
日
鹿
野
川
園
地

に
埋
設
さ
れ
た
。

中
に
は
、
町
内
の
様

子
を
写
し
た
写
真
・
電
話
帳

・
小
中
学

生
の
作
品
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
．

（
％

町
創
立
四
十
周
年
記
念
式
）

。II
文
楽
の
開
大
谷
に
文
楽
保
存

伝
承
の
拠
点
「
大
谷
郷
土
文
化
保
存

伝
翌
館
」
が
完
成
し
た
。
事
業
費
約

二
千
万
円
、
木
造
カ
ワ
ラ
ぶ
き
平
屋

建
て
の
土
蔵
造
り
で
あ
る
。
広
さ
は

百
五
十
平
方
M
で
、
人
形
遣
い
な
ど

の
練
習
が
で
き
る
伝
翌
完
・
人
形
如

な
ど
を
収
納
す
る
保
管
暉
な
ど
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
落
成
式
に
は
町
長

を
は
じ
め
保
存
会
や
後
扱
会
の
会
貝

が
出
席
完
成
を
祝
っ
た
。
そ
の
後
さ
っ

そ
く
こ
け
ら
落
と
し
の
公
演
を
行
い
‘

出
席
者
よ
り
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
た
．

（
％
大
谷
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
落

成
式
）
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新
緑
の
薫
風
標
う
四
月
十
六
日、

肱
川
町
の
創
立
四
十
周
年
を
記
念
す

る
ク
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
、
鹿
肘
川
園

地
内
に
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
の
下
に

埋
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
埋
骰
さ
れ
た
二
個
の
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル

の
中
に
は
、
未
来

へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
町
内
の
写

立
・
小
中
学
生
の
作
文
・
後
世
に
残

す
こ
と
ば
な
ど
の
ほ
か
各
種
資
料
が

収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
二
個
の
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
う
ち
の

一
個
を
、
五
十
年

後
の
西
府
二
千
三
十
三
年

（
今
年
成

人
を
迎
え
た
粁
年
が
七
十
成
に
な
る

年
）
に
、
さ
ら
に
も
う

一
個
は
、
百

｀
 -

-．-... 
記念碑璽設委員の手で収められるタイムカプセル

＝
＝
李

u
-
g忠
逗

へ

窃

ー

一

鹿
野
川
園
地
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

わ西

四

'
,
 

凍n2
ん

ん

さ
さ

子

夫

美
晴

由
＝＝ 

父

母

山

田

泰

弘

く

ん

〔上
朧
野
川
〕

5
7
.
5
.
3
1日
生
ま
れ

(11
ヵ
月
）

す て 肱 は にるち まそ 生 年
いのど川‘そ変頃の こ すれま後

直もイ仲けで

• 一—-- --•---＿---_-_-_―7 
膳 までう町五しわ ‘子の ゜ぞれの

年i・ イゞtt!< g //―｀ヽ 57中 1闘し？腐土； ；翡麿: 届与眉

間“̀；！|『鼠員i[！9:;‘t f苫；悶店 文少／ ii11 U雷？広：ぢ五屯戸
願たチも 1 ‘付
っ °ョーち-,it 

行悶 ‘ わ見の達 ゜つけた いに年

聖て将ウ緒ゃ た 父＝正さん (41鼠）力谷
子

い 来 ダ で ん しか母＝節子さん (40鼠）シ
月 -’ 川 し そた を五

まはイすとと つ
園ふてしめあ＋

t素、『・バ。寄存ぢ I碧ぢな叉ピi年
し し 姿 な で 注 IHUH! 千）レ

ひ の

uani 1 ~~~H、[: てやい家
の

目付ん
い さ さ はけの かて ニ
まし一麿離ま爽 れい年

tま杯誼せしし
L 

で路まぢん
l 

i : i ; ；I [ ; [ 
ヘ

40周年を記念して建てられた記念碑

が
肱
川
町
へ

円万5
 

5
 。＇ 

即税費消こばだ

57年の3月から58年2月までに、町内で約679万本、
金額にして約5.832万円のたばこが販売されています。

そして、この販売額の18.1％にあたる10,555,100円
が専売公社から肱川町へ納付されました．たばこi)'j費

税は、町の責重な財源です．

たばこは町内で貫いましょう。

＊一 でも、健康のためには良くありませんので

吸い過ぎにはくれぐれもご注意を ．I-*

一

胆
石
は
右
上
腹
部
の
激
し
い
腹
痛
、

筑
疸
、
発
熱
な
ど
の
症
状
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
サ
イ
レ

ン
ト
ス

ト
ー
ン

（沈
黙
の
石
）
と
い

っ
て
、

＾
ナ
ふ
g
状
の
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
将
及
に

よ
っ
て
サ
イ
レ
ン
ト
ス
ト
ー
ン
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

―

無
症
状
胆
石
の
楊

1^1

、
必
ず
し
も

す
ぐ
手
術
を
受
け
る
必
要
は
な
い
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
将
来
頂
い
症
状
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
し
、
結

石
の
刺
激
で
ガ

ン
が
発
生
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
の

で
、
四
十
磁
以
上
の
人
は
、
条
件
の

よ
い
適
当
な
時
期
に
手
術
を
受
け
る

――

無
症
状
胆
石

――

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

放
っ
て
お
い
て
置
い
症
状
に
な
る

と
手
術
が
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
く
な

り
、
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す

ー
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な

い
う
ち
に
手
術
を
受
け
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

し
か
し
、

一
般
に
無
症
状
胆
石
の

手
術
は
簡
単
で
、
一
時
間
ぐ
ら
い
で

済
み
ま
す
。

手
術
を
受
け
な
い
と
き
は
、
定
期

＿
的
に
検
診
を
受
け
て
経
過
を
み
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
胆
石
に
対
し
て
神

経
質
に
な
り
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切

で
す
か
ら
、
医
師
に
よ
く
相
駅
し
ま

し
ょ
う
。

／
 ‘̀ 

口

医

学

＼
 

ノ
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大
西
由
希
子
ち
ゃ
ん
（
上
隅
野
川
）

ヽ

ん

ん
さ

さ

生

美久

徳

喜
=―― 

父

母

ヽ
父＝寛さん

母＝多美子さん

父＝義

母＝幸

久さん

子さん

鳥
越
久
美
子
ち
ゃ
ん
（
中
野
）

亀
岡

葉
子
ち
ゃ
ん
（
中
野
）

父＝正

母＝梅

こ
の
写
互
の
幼
児
た
ち
は
、
お
母

さ
ん
や
、
家
族
の
人
の
努
力
で
、
三

歳
児
健
康
砂
査
の
時
に
ム
シ
歯
が
一

本
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、

お
や
つ
の
時
間
、
且
な
ど
に

注
意
し
て
ム
シ
歯
ゼ
ロ
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
残
念
な
こ
と
に
肱
川
町
は
、

大
洲
保
健
所
管
内
で
ム
シ
歯
の
多
い

町
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
別
表
参
照
）

ム
シ
歯
を
作
ら
な
い
た
め
に
大
切

な
こ
と
は
、
寝
る
前
の
歯
み
が
き
で

す
。
子
ど
も
が
み
が
い
た
だ
け
で
は

な
か
な
か
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。

蚊
後
は
必
ず
お
母
さ
ん
が
、
子
ど
も

山
田

典
弘
く
ん
（
上
鹿
野
川
）

ベ
[

i

属

い

父

母

誠
く
ん
（
大
平
）

贔
5

5

二

義

香

＾
｝
 

喜
＜
ん
（
広
常
）

．
ん
ん

さ

さ

徳

子合

重

百
――

――
 

父

母

父＝雅

母＝和

上
田

水
池

令

宮

太

志

く
ん
（
大
和
）

ん

ん

さ

さ

司

枝

父＝健

母＝里

の
口
の
中
を
よ
く
見
て
、
き
れ
い
に

仕
上
げ
み
が
き
を
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。六

月
四
日
か
ら
は
歯
の
衛
生
週
問

が
始
ま
り
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
歯

の
衛
生
に
心
が
け
、
ム
シ
歯
は
早
め

に
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
定
期
的

に
歯
石
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
歯
そ

う
の
う
ろ
う
も
予
防
で
き
ま
す
。

食
後
の
正
し
い
歯
み
が
き
を
実
行

し
て
、
ム
シ
歯
を
作
ら
な
い
よ
う
に

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

“
よ
い
歯
で
よ
く
か
み

よ
い
か
ら
だ
II

亀
田
周
子
ち
ゃ
ん
（
下
鹿
野
川
）

ん

ん

さ

さ

助

江

父＝正和さん

母＝八重子さん

山
田

聟―
己
く
ん
（
中
居
谷
）

4
 

父＝保

母＝順

恥9

鑓園

E) 

＊昭和五十七年七月の三歳児健

康診査受診者――-＋一人中、ムシ

歯ゼロは次の十人でした。

花岡寿美ちゃん（汗生）
＇ 

んん＇ 
ささ
＿鴫ー

正子> 
r. ， 

3歳児健康診査の

一人平均ムシ歯状況

年度 大洲管内 肱 川 町

53年 3.8本 4.3本

54年 3.6本 4.0本

55年 3.6本 5.1本

56年 4.0本 6.7本

57年 3.4本 3.5本

毎
年
雨
に
た
た

ら
れ
て
い
た
子
ど

も
の
ど
自
慢
も
、

今
年
は
や
っ
と
冑

天
に
慰
ま
れ
、
五

月
三
日
、
鹿
野
川
園

地
の
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
は
午
後

0
時

三
十
分
よ
り
約
三

時
間
に
わ
た

っ
て

子
ど
も
た
ち
の
熱

演
が
続
き
ま
し
た
。

町
内
の
各
幼
稚

園
、
小
学
校
か
ら

出
劫
し
た
こ
の
日

の
豆
ス
タ
ー
た
ち

は
、
百
十
名

（八

十
六
組）
。

初
虹
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
陽
ざ
し

の
な
か
で
、
か
わ
い
い
歌
声
が
ひ
と

き
わ
さ
わ
や
か
な
一
日
で
し
た
。

な
お
、
当
日
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＠
町
長
賞

（
森
本
由
加
昆
（
岩
谷

小
三
年
）

森
本
真
由
美
（
岩
谷
小
―
―一
年
）

⑥
観
光
協
会
長
賞

森
岡
美
々
（
予
子
林
小
四
年
）

＠
教
育
長
賞

池

田

亜

紀

（
予
子
林
小
二
年
）

⑥
川
上
商
工
会
長
賞

橋

本

典

子

（
予
子
林
小
二
年
）

＠
公
民
館
長
賞

（浜
田

幸
枝
（
大
谷
小

一
年
）

堀

奈

油

江

（
大
谷

小

一
年）

＠
分
館
長
賞

山

崎

陽

平

（予
子
林
幼
）

口空の下に澄んだ歌声
園児を含め29人が入賞一二］

＠ 
クヽヽヽ ク ー• -• .̀,,.―̀.,....、 ,... -、
寺兵後寺山木西森藤兵井森森笥全山山浅東 ―

努 i
ー 白 カ

岡頭藤中崎村補本川頭上本本水 l1田田野 富岩賞
めさ 美 香 亜

光真万ぐ押つ由 久京明裕好奈千 耕 里 理 紀 洋
子紀紀み 加 き紀平絨美子美美美子景 士 子 奈 子 平

＾ ^  ^  ^へ^ ＾ ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  大大大大予中正中中大大岩岩予 中 正正予 予 中中
子 子

谷谷谷谷 野 山 野野谷谷谷谷 野山山 子子 野野
林 林林林

小小小小小 小 小 小 小 小 小 小 小 小 小小小小小幼幼
六六六六五五 四 四四 三三三三三ニニニー一ジシ
年年年年年年年年年年年年年年年 年年年年
呵`―’ ―̀‘‘ ......, 、一“・ 、-、 、-、-a ーヽ、，ヽー 、一→ 、一』、一ヽ骨ヽー→ 一ヽ 、—‘’ ‘ーク 、一ヽ~ 、ー、 、ータ 大きな声で元気よ〈歌う豆スター
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＾
増
え
る
国
民
医
療
贄
＞

t、一ヽ」 全〗｝ v i、t
上こ百干 と億五が しは ま払円と 費 の

＝ ＝ 昭兄七円 ー ょ ど て す つ の月つで国、F約て‘
り十十百和込千‘億うのは ゜て 割 に ま す 民 度 Jりい医
ま年五九四ま七五六かく ‘ 
し 間円十十 れ百十干 ゜ら肱 るで千私 康の Iり象麿
たにで 二 六て万七四五い川 こ 医 三 た 保肱
°‘し万年い円 ” と療百ち 険川 1 ‘を
四た八度まに虚り芸は塁 に 費 三 は の町....存 11:1]

倍か干がすなは几年る体 なを十‘ 医民
にら四六 ゜る 二 千度でで り 支 三 ひ 療 一

年
間
一
人
当
た
り
卜
万
円
、
町
全

体
で
は
二
億
六
千
四
百
万
円
余
り
の

医
療
費
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
医
療
費
の
負

＾
約
九
0
％
は

税
金
や
保
険
料
で
賄
わ
れ
る
〉 ． 

肱
川
町
の
人
口
全
体
に
占
め
る
六

十
五
汲
以
上
の
割
合
は
、
昭
和
五
十

今
賢
い
患
者
で
“

医
療
贄
を
守
る
〉

担
割
合
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
大
部
分
は
医
療
保
険
シ

ス
テ
ム
か
ら
支
払
わ
れ
て
お
り
、
私

た
ち
が
病
院
で
支
払
う
金
額
は
、
医

療
費
全
体
の

一
割
に
し
か
す
ぎ
な
い

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
が
、
小
さ
な
負

担
で
大
き
な
価
値
の
医
療
サ
—
ピ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
も
い
え
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
百
っ

て
安
心
し
て
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
よ
く
ガ
え
て
み
る
と
、

公
費
負
担
分
や
保
険
者
負
担
部
分
も
、

実
は
、
私
た
ち
が
毎
月
納
め
る
保
険

料
や
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
む
や
み
に
医
者
を
代
え

た
り
、
安
易
な
気
持
ち
で
受
診
す
る

と
、
結
局
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
に

そ
の
ッ
ケ
が
回
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

..... 、一
襲＂いいろ

⑯ 

六
年
度
が
十
六
・1
ハ
％
で
、
毎
年
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
口
が
店

齢
化
す
る
に
伴
っ

て
医
療
費
も
相
当

埒
大
す
る
こ
と
が
予
愁
さ
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
年
金
受
給
者
数
も
多
く

な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
医
療
費
と

年
合
の
両
シ
ス
テ
ム
を
円
沿
に
機
能

さ
せ
て
行
く
た
め
に
必
要
な
私
た
ち

の
負
担
は
、
相
当
大
き
な
も
の
に
な

る
で
し
ょ
う
。

将
来
の
私
た
ち
の

R
担
を
適
切
な

規
模
に
抑
ヽ
ベ
底
齢
化
社
会
を
ス
ム
ー

ズ
に
迎
え
る
た
め
私
た
ち

一
人

一
人

が
、
健
康
の
大
切
さ
を
も
う
一
度
よ

く
考
え
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
、
そ
し
て
医
療
を
受

け
る
時
に
は
で
き
る
だ
け
無
駄
の
な

い
よ
う
心
掛
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

今
月
は

「
ハ
ハ

コ
グ
サ
」
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

古
く
か
ら
日
本

人
に
親
し
み
の
あ

る
京
で
す
。
若
芽

を
摘
ん
で
餅
な
ど

に
入
れ
て
草
餅
を

作
っ
て
食
べ
る
た

め
餅
立
と
も
い
わ

れ
ま
す
。
別
名
ホ

ウ
コ
グ
サ
・オ
ギ
ョ

ウ
と
呼
ば
れ
、
存

の
七
草
の
オ
ギ
ョ

ウ
は
こ
の
ハ
ハ
コ

ま
す
。
杢
は

15130cm
ぐ
ら
い
に
伸

ぴ
葉
は
茎
に
且
生
し
て
、
長
さ

2
1

5cm
で
両
面
に
綿
毛
が
密
生
し
ま
す
。

採
取
時
期
と
調
整
法
ー
葉
に
は
地
上 ハハコグサ（キク科）

グ
サ
の
こ
と
で
す
。

晩
亦
か
ら
夏
に
か
け
て
頂
上
に
淡

賀
色
の
花
を
た
く
さ
ん
つ
け
る

2
年

祁
で
、
各
地
に
こ
く
普
通
に
見
ら
れ

医療賣の負担割合（昭和56年度）

保険者等負担部分 70%
鍵壕保険等の医療保険の｛粁険名（国、rII

町村、健康保険航合等のi鼠険科，賞行）や

国(001“嬬9h)が負担する医療費

国
保
医
療
費
は

年

間

人
． 

0
万
円

医療保険システム

の中で息者が医療

機関の窓口でn但

する医憬費

長
い
間
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
宮
川
自
転
車
店

横
の
鹿
野
川
公
衆
便
所
は
利
用
者
が

多
く
、
浄
化
閉
の
機
能
を
果
た
さ
な

く
な
り
ま
し
た
の
で
次
の
場
所
へ
移

転
新
染
し
ま
し
た
。
な
お
、
公
衆
便

所
の
抽
除
は
肱
川
中
や
校
の
生
徒
さ

ん
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で

汚
さ
な
い
よ
つ
に
使
用
し
て
下
さ
い
。

貪
を
用
い
る
。
花
期
に
全
ぶ
を

刈
り
採
っ
て
陰
千
し
に
し
ま
す
。

薬
効
と
用
い
方
ー
小
＊
ゲ
ん

・
せ

き
に

logと
2008の
水
で
半
量
に

な
る
ま
で
鼎
じ
詰
め
て
、

3
回
に

分
け
て
服
用
し
ま
す
。
②
打
身
・

ク
ジ
キ
に
は
生
の
葉
茎
を
す
り

つ
ぶ
し
て
巾
心
部
に
は
る
と
特
効

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
浴
材
と
し

て
入
浴
し
て
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。
③
ハ
タ
ケ
・
シ
ラ
ク
モ
に
全

点
と
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
加
え
て
焦
焼

粉
末
を
つ
く
り
、
ゴ
マ
油
で
練
っ

て
つ
け
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（次
回
は
カ
ラ
シ
ナ
で
す
）

附近見取図

りべ`ン〇”“̀＇

新
し
い
公
衆
便
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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去
る
四
月
二
十
八

日
、
肱
川
町
公
民
館

に
於
て
、
第
三
十
五

回
肱
川
農
業
協
同
組

合
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
総
会
に
は
、

大
野
町
仕
を
は
じ
め
｀

農
協
連
を
代
表
し
て

共
済
連
松
山
事
業
所

宮
岡
所
長
、
肱
川
町

譲
会
西
本
副
譲
長
、

肱
川
町
森
林
組
合
河

野
組
合
艮
各
氏
の
来

賓
祝
辞
を
頂
き
、
議

長
に
は
赤
岩
繁
喜
氏

が
選
任
さ
れ
、
第

一

号
議
案
か
ら
第
十
一
ーー
丹
議
案
ま
で
審

譲
さ
れ
て
、
各
議
案
と
も
原
案
の
通

り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

第

1
号
議
案

昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告
、

財
産

El録
、
貸
借
対
照
表
、
投
益

計
算
嘗
及
ぴ
剰
余
金
処
分
案
の
承

認
に
つ
い
て
。

第

2
号
議
案

昭
和
五
十
八
年
度
事
業
計
両
の

殷
定
に
つ
い
て
。

第

3
号
議
案

定
款
変
更
に
つ
い
て
。

第

4
号
議
案

内
国
為
替
取
引
規
程
の
変
更
に

に
つ
い
て

第

5
号
議
案

昭
和
五
十
八
年
度
絹
合
只
に
対

す
る
貸
付
金
の
汲
高
限
度
の
決
定

に
つ
い
て
。

一
組
合
貝
当
り
一
千
五
百
万
円
、

僧
川
貸
に
つ
い
て
は
百
二
十
万
円

を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
、
貯
金
・

定
期
積
金
・
布
価
証
券

（農
協
財

務
処
理
基
準
令
第
六
条
第

一
項
に

も
と
ず
く
主
務
大
臣
の
指
定
す
る

も
の
を
除
く
。）

を
担
保
と
す
る
貸

付
金
及
び
農
協
財
務
処
理
基
準
令

第
六
条
第

一
項
に
も
と
ず
く
主
務

大
臣
の
指
定
す
る
貸
付
を
除
く
。

第

6
号
議
案

昭
和
五
十
八
年
度
組
合
且
以
外

の
者
に
対
す
る
貸
付
金
の
最
高
限

度
決
定
に
つ
い
て
。

H

貯
金
又
は
定
期
積
金
を
担
保

と
し
て
貸
付
け
る
場
合
担
保
額

の
範
囲
内
。

口

肱

川

町

土
地
改
良
区

一
億
円
。

肱
川
町
住
宅
協
会
五
千
万
円
、

肱
川
町
森
林
組
合
五
干
万
円
、

愛
媛
蚕
糸
農
協
五
千
万
円
、
煙

卒
耕
作
組
合

一
千
万
円
、
戻
構
・

林
構

・
山
林
振
興
事
業
に
か
か

る
貸
付
金
は
五
千
万
円
以
内
と

す
る
。

第

7
号
議
案

昭
和
五
十
八
年
度
貸
付
金
利
率

の
最
窃
限
度
額
決
定
に

つ
い
て
。

年

一
0
・五
％
以
内
と
す
る
。

第

8
号
議
案

昭
和
五
十
八
年
度

111入
金
最
莉

限
度
決
定
に
つ
い

て

肱川農協役員名簿

No. 役只 氏 名

1 珂！事 鉾田 勉

2 理半 中居喜代光

3 理事 訳永計次

4 理事 東 繁太郎

5 理事 滝野壽満

6 理事 宮田義盛

7 理事 池田義喜

8 理事 今宮忠雄， 理事 三 好一男

1 0 理事 岩 田 横 太 郎

l l 理 4 沖 浦賢枷l

12 理事 山本登志夫

13 理事 兵頭清 四 郎

1 4 理事 有友 勇

1 5 監事 市川澄男

16 監導 石水武治

1 7 監畢 渡辺茂雄

18 監事 西田盛男

借
入
金
の
最
高
限
度
を
七
億
円

と
す
る
。

第

9
号
議
案

昭
和
五
十
八
年
度
余
裕
金
預
け

入
れ
先
銀
行
の
決
定
に
つ
い
て

日
伊
干
銀
行
•
愛
媛
相
互
銀
行
・

第
一
勧
業
銀
行
•

愛
媛
信
用
金

庫
と
す
る
。

口

本
年
度
余
裕
金
を
も
っ
て
取

得
し
得
る
金
融
債
券
は
次
の
と

お
り
と
す
る
。

日
本
罷
信
電
話
公
社
債
券

第

10号
議
案

昭
和
五
十
八
年
度
役
貝
報
酬
の

決
定
に
つ
い
て
。

常
動
理
事
二
名
、
非
常
勤
理
ボ

十
二
名
、
監
事
四
名
に
対
す
る
年

報
酬
総
額

一
千
四
百
五
十
万
円
以

内
と
す
る
。

第

11号
議
案

昭
和
五
十
八
年
度
水
田
利
用
再

編
奨
励
金
の
受
領
埓
に
つ
い
て
。

昭
和
五
十
八
年
度
水
田
利
用
再

,1
,
 

同不順‘,̀̀ 

編
奨
励
補
助
金
の
請
求
、
受
領
に

関
す
る
一

切
の
権
限
な
ら
び
に
返

還
に
関
す
る
事
務
を
組
合
に

一
任

す
る
。

ま
た
、
水
田
利
用
再
編
対
策
事

業
に
よ
る
水
田
保
全
管
理
に
と
も

な
う
管
理
経
費
等
を
徴
収
す
る
こ

と
を
紐
合
に

一
任
す
る
。

第

12号
議
案

株
式
会
社
愛
媛
県
農
協
電
算
セ

ン
タ
ー

ヘ
の
培
資
に
つ
い
て
。

株
式
会
社
愛
媛
県
農
協
電
算
セ

ン
タ
ー
ヘ

ーー

ロ

・
＿一

万
円
を

増
資
す
る
。

第

13号
議
案

役
貝
選
任
に
つ
い
て
。

理
事
・
監
事
の
任
期
満
了
に
つ

き
選
任
を
行
う
。

定
款
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
附
属
杓
役
以
選
任
規
定
第
三
条

第
二
項
の
規
定
に
お
け
る
推
せ
ん

会
議
に
お
い
て
、
推
せ
ん
さ
れ
た

左
記
役
貝
の
選
任
に

つ
い
て。
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昭
和
五
十
七
年
度
は
依
然
景
気
の

低
迷
が
続
く
な
か
で
日
米
の
貿
易
摩

擦
の
間
題
と
農
吝
産
物
の
自
由
化
、

枠
拡
大
へ
の
外
圧
が
強
ま
っ
て
来
た
。

そ
の
た
め
全
国
農
業
団
体
の
総
力
を

挙
げ
て
阻
止
運
動
と
そ
の
対
策
に
終

始
し
た
。
更
に
臨
閻
答
中
に
基
づ
く

行
革
が
す
す
め
ら
れ
煤
業
に
対
す
る

施
策
の
後
退
が
懸
念
さ
れ
る
。
又
内

需
の
不
振
と
農
産
物
の
供
給
過
剰
碁

閻
な
ど
、
炭
業
を
取
り
ま
く
情
情
は

極
め
て
き
ぴ
し
い
な
か
で
推
移
し
た
。

し
か
し
町
内
の
農
業
生
産
に
つ
い

て
は
概
ね
平
年
に
近
い
生
産
莉
と

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な

（

基

本

方

針

）

我
が
国
の
経
済
は
世
界
同
時
不
況

の
な
か
で
内
需
不
振
と
貿
易
摩
擦
の

激
化
に
よ
る
輸
出
印
境
の
悪
化
、
更

に
国
の
財
政
引
締
め
の
影
靱
筍
に
よ

り
今
後
も
景
気
の
停
滞
は
続
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。

農
家
経
済
ふ
又
農
産
物
の
飽
和
基

間
と
市
楊
開
放
へ
の
圧
力
が
強
ま
る

な
か
で
農
産
物
の
価
格
の
低
迷
と
農

外
収
入
の
滅
少
傾
向
な
ど
農
業
を
取

り
ま
く
情
勢
は
引
続
き
き
ぴ
し
さ
が

予
測
さ
れ
る
。

な
か
で
農
協
の
事
業
推
巡
に
つ
い
て

は
組
合
貝
各
位
の
格
別
な
る
ご
協
力

と
関
係
機
関
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
あ
わ
せ
て
役
職
且
一
体

と
な
っ
て
計
画
の
遂
行
に
努
め
た
。

幸
い
各
平
菜
と
も
概
ね
顛
胴
な
事
業

成
績
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
対
し
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。以

下
主
要
な
施
股
の
概
要
に
つ
い

て
報
告
い
た
し
ま
す
。

（

主

要

な

施

設

）

屡
の
宇
和
川
奮
所
の
羞
（
三

百
五
十
万
円
）
予
子
林
事
業
所
の
新

築
と
舗
装

（一

下―
―ー
百
五
十
万
円
）

栗
く
ん
じ
ょ
祁
増
設

（
二
百
五
十
万

円
）
大
豆
撰
別
機

（三
十
二
万
円
）

を
行
っ
た
。

農
協
で
は
今
年
一
月
に
開
催
さ
れ

た
第
二
十
五
回
の
愛
媛
県
農
協
大
会

に
お
い
て
地
域
農
業
振
躾
計
画
の
実

践
、
農
協
運
牲
刷
新
強
化
に
つ
い
て

向
う
三
ヵ
年
の
基
本
方
針
が
決
定
さ

れ
た
。
更
に
農
畜
産
物
の
自
由
化
、

枠
拡
大
阻
止
の
特
別
決
譲
が
行
わ
れ

た
。
五
十
八
年
度
は
こ
の
こ
と
を
基

調
に
積
極
的
に
営
農
部
会
活
動
の
強

化
と
特
に
煤
産
物
の
品
質
の
向
上
を

爪
点
に
し
て
生
産
拡
大
を
は
か
る
。

又
、
施
設
の
整
備
と
流
通
の
改
菩
に

努
力
す
る
。
次
に
信
用
班
業
の
充
実

と
生
活
活
動
‘
健
康
管
理
活
動
等
活

力
あ
る
平
業
推
進
に
努
め
る
。

組
合
只
各
位
の
ご
協
力
と
関
係
機

関
の
ご
指
導
と
ご
支
扱
を
得
て
計
画

の
達
成
に
努
力
す
る
。

（
重
点
実
施
事
項
）

1

地
域
の
金
融
機
関
と
し
て
の
内

容
充
実
と
資
金
力
の
増
強
に
努
め

予子林事業所がオープン
組
合
員
の
皆
様
方

の
深
い
ご
理
解
と
｀

ご
支
援
に
よ
り
ま
し

て
予
子
林
事
業
所
が

新
築
開
店
い
た
し
ま

し
た
。四

月
十
二
日
か
ら
、
仮
店
舗
の
移

転
と
商
品
陳
列
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

地
区
煤
協
婦
人
部
の
役
且
さ
ん
全
且

（
＋

ー
名
）
が
応
援
に
出
て
淑
き
経
済

＾
 

（
明
る
く
な
っ
た
新
店
舗
）

る
。

2

行
苗
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
す
す

め
五
十
九
年
度
か
ら
の
行
苗
に
努

力
す
る
。

3

菜
撰
果
場
機
械
設
備
の
一
部
改

普
を
行
う

4

大
谷
業
所
の
改
築
を
す
す
め

る。

巡
生
活
セ
ン
タ
ー
、
本
所
購
買
課
の

皆
さ
ん
方
の
こ
支
扱
に
よ
り
ス
ム
—

ズ
に
オ
ー
プ
ン
出
来
ま
し
た
こ
と
は

皆
様
方
の
お
か
げ
で
こ
ざ
い
ま
し
て

店
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

予
定
通
り
四
月
十
五
日
十
六
日
の

両
日
店
舗
の
オ
ー
プ
ン
セ

t
ル
を
行

い
二
日
間
で
、
延
ペ
ニ
百
三
十
人
の
来

客
が
あ
り
予
子
林
の
組
合
且
が
全
且

二
日
間
来
ら
れ
た
勘
定
に
な
り
ま
す
。

購
凶
課
で
予
定
さ
れ
た
売
上
目
標

を
ほ
ぼ
達
成
し
て
上
々
の
ス
タ
ー
ト

が
出
来
ま
し
た
。

近
代
的
な
外
観
と
都
会
的
な
内
装

と
陳
列
で
、
そ
の
昔
民
家
の
一
階
を

改
造
し
た
旧
店
舗
と
は
一
変
し
て
明

る
い
感
じ
の
よ
い
新
店
舗
に
仔
な
異

口
同
音
に
き
れ
い
に
成
っ
た
と
の
巡

発
で
し
た
。
時
に
は
、
土
の
党
い
た

履
で
は
入
り
に
く
く
な
っ
た
と
か
。

町
で
買
物
を
し
て
居
る
よ
う
だ
と
か
楽

し
い
和
や
か
な
雰
囲
気
で
買
物
を
し
て

戴
い
て
大
忙
し
の
婚
し
い
悲
鳴
で
し
な

今
後
は
組
合
且
の
皆
さ
ん
の
要
郭

に
そ
っ
た
商
品
構
成
を
ガ
え
日
常
愛

用
さ
れ
る
店
舗
作
り
を
し
な
け
れ
ば

と
冴
え
ま
す
。

毛
利
元
就
の
三
本
の
矢
の
た
と
え

通
り

一
人
一
人
の
力
を
奇
せ
集
め
て

協
同
の
力
を
強
化
し
経
済
を
型
か
に

し
て
生
活
を
窃
め
生
産
の
向
上
に
役

立
つ
砦
の
役
目
を
果
す
よ
う
な
事
業

所
に
な
る
よ
う
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
典
々
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

と
ご
協
力
を
お
頻
い
申
し
上
げ
ま
し

て
オ
ー
プ
ン
の
報
告
と
致
し
ま
す
。
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肱川土場木材相場表 （単位オ当り；円）

第3091.Eil市 昭和58年4月27日 県森連市より

長さ 未口径 ス ギ ヒノキ マッ その他

7cm下 本 373 本 373
8cm上 67 67 松パルプ

4m 12cm上 77 137 18cm..t.63 未口 6cm上

18cmヒ 81 144 24cm上77 26円
30cm上 137 266 30cm上91 雑パルプ
7cm r 本 196 本 196 ＊口 6cm上
8cm」; 46 46 24円

3m 11cm上 46 77 
13cmに） 79 144 18cm上54 パリ材

13cm（カ 116 207 24cm上61 材（松・杉・桧）

18cm上 70 130 30cm上67 長さ 2m

7cm下 本 39 本 39 未口 3~6cm 

8cmJ:. 18 18 1本70円
2m 

16cm上 39 74 13cmJ:.26 松ハリ材
30cmJ::. 74 126 30cm...1::26 l6cm~22cm 

6 m 13cmに 84 242 3m 63円
13cm（元） 119 371 4 m 74円

特這
13cm（て） 144 249 5m 88円
13cm（元 249 546 6m 84円

足場 lm当り20~140円尺当り 7-47円
傭 依然原木不足が続さ、特に松梱包材は高謄。杉•松
身 材3m柱材を中心に強含みで抽移する．

肱川町森林組合乾椎茸相場表
1. 市売日…•••昭和58年4 月26 日
1 ．販売数量・・…•156 ケース 2.414kg 
1．数量内容及び平均単価 単位（円）

応鑢 誓 償 ドンコ 特用バレ コーコ その他

数量(kg) 990 72 1. 3 0 4 48 
比率(%) 41 3 54 2 
平均単価6,530 6.810 5,480 4.5 7 0 

1．銘柄別価格 単位（円）

銘 柄 単 価 銘 柄 単 価

＊ 厚 7.4 50 ドンコ小 6.19 0 
中厚上 億用＊凜 5,930 
中厚並 7.o 1 0 大パレ 5,300 
小 厚 6,660 特用中集 5,910 
大ウ ス 6,830 中パレ 5,250 
中ウス上 祷用小集 5,670 
中ウス並 6.5 5 0 小バレ 5,060 
小ウ ス 6,340 変 形 大

ジャミウス 5,850 変 形 小

ドンコ大 7,180 色 淳 4,580 
ドンコ中 6.960 コーコ

木
を
切
る
時
に

は
、
伐
採
届
を
一
-l

十
日
前
ま
で
に
、
市

町
村
長
あ
て
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。

伐
採
届
出
書
の

用
紙
は
、
森
林
組

合
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
届

出
を
行
な
っ
て
下

さ
い
。
伐
採
届
出

書
を
提
出
さ
れ
な

い
で
、
造
林
補
助

金
の
申
閉
を
し
て

も
、
造
林
補
助
金

が
取
れ
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
伐
採
届

嘉
し
て
下
さ
い
。

届
出
に
は
、
ミ

ト
メ
の
印
と
、
伐
採
予
定
地
の
地
番
、

面
積
、
樹
種
、
樹
令
、
伐
採
の
期
間

が
わ
か
れ
ば
、
森
林
組
合
で
簡
単
に

出
来
ま
す
。

（
山
の
地
番
の
わ
か
ら
な
い
方
は
、

場
所
が
わ
か
れ
ば
、
図
面
が
あ
り

ま
す
の
で
、
森
林
組
合
で
わ
か
り
ま

下
刈
が
遅
れ
る
と
、
生
長
が
悪
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
元
が
太
く
な
ら

ず
、
ヒ
ョ
ロ
・
ヒ
ョ
ロ
の
木
と
な
り

木
の
曲
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

理
想
的
に
は
、
苗
木
の
力
枝
に
、

雑
ヰ
等
が
、
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
内

に
、
下
刈
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が

少
な
く
と
も
、
苗
木
が
、
見
え
な
い

様
に
な
ら
な
い
う
ち
に
、
下
刈
を
行

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

す
）

保
安
林
に
つ
い
て
は
、
立
木
伐
採

許
可
申
請
書
又
は
、
立
木
伐
採
届
出

書
（
松
ク
イ
虫
被
害
木
の
伐
採
）
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
事
は
、
森
林
組
合
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

良
質
材
生
産
は
、
直
材
づ
く
り
が

甚
本
で
す
。
下
刈
時
に
、
枝
修
正
、

（
あ
ば
れ
枝
・
片
枝
を
途
中
よ
り
切

る
。
）
を
行
な
っ
て
、
木
の
全
体
に

同
じ
よ
う
に
枝
の
あ
る
木
に
し
、
直

材
を
少
し
で
も
多
く
行
て
て
く
だ
さ

ヽ'>
 

造
林
地
の
調
査
は
、
六
月
の
予
定

で
す
。

下
刈
は
旱
め
か
ら
、
回
数
を

多
く
、
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

集
油
さ
ゎ

ご
存
じ
で
す
か
マ
さ
遷
は
ぶ

ひ
の

新
型
林
坤
陣
草
剤

下
刈
は
早
め
に
I
.

伐
採
届
を

を
切
る
時
に
は
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六
月
は
、
湿
度
が
高
く
日
照
不
足

で
軟
弱
徒
長
し
や
す
い
時
期
だ
け
に
、

野
菜
は
病
害
虫
防
除
が
作
業
の
中
心

と
な
る
。

主
な
病
気
は
、
呆
菜
類
の
え
き
病
、

う
り
類
の
ぺ
と
病
・
班
点
細
歯
病
・

た
ん
そ
病
な
ど
で
あ
る
。

夏
き
ゅ
う
り
の
ぺ
と
病
・
班
点
細

菌
病
は
、
低
温

・
多
湿
条
件
下
で
叢

も
被
害
が
大
き
い
。

薬
剤
散
布
は
発
病
初
期
に
限
点
を

お
き
、
ダ
イ
セ
ン
・
ダ
イ
フ
ァ
ー
水

和
剤

（四
0
0倍
）
、
ダ
コ
ニ
ー
ル
水

和
剤

（六
0
0倍）
、
カ
ス
ミ
ン
ポ
ル

ド
ー

(
1
0
0
0倍
）
な
ど
で
防
除

す
る
c

ス
イ
カ
は
、
た
ん
そ
病

・
つ
る
枯

病
・
え
き
病
が
多
発
し
や
す
い
。
特

に
、
雨
で
畑
の
土
が
茎
葉
に
は
ね
上

が
る
こ
と
で
伝
染
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
早
期
に
株
元
へ
敷
わ
ら
と
排
水

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
薬
剤
防
除
は
、

き
ゅ
う
り
に
準
じ
て
行
う
。

ト
マ
ト
は
、
え
き
病
が
最
厘
要
病

害
で
梅
雨
期
に
激
発
し
や
す
い
。

一
度
発
生
す
る
と
手
お
く
れ
に
な

る
の
で
発
病
前
か
ら
ダ
イ
ホ
ル
タ

ン
水
和
剤
（
八

0
0倍
）
、
キ
ャ
プ
タ

ン
水
和
剤
（
六

0
0倍
）
な
ど
を
散

梱
雨
期
の野

菜
管
理

莉
松
地
方
気
象
台
発
表
、
四

国
地
方
の
向
こ
う
三
か
月
長
期

天
気
予
報
を
お
知
ら
せ
し
ま

す。【

全

般

】

五
月
は
、
比
較
的
晴
天
の
日

が
多
い
で
し
ょ
う
。
梅
雨
入
り
・

明
け
と
も
に
平
年
並
み
で
し
ょ

う
。
梅
雨
期
間
の
雨
の
量
は
、

や
や
少
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

期
間
は
‘
瀬
戸
内
側
で
は
、
局

地
的
な
濃
い
鍔
が
発
生
し
や
す

い
で
し
ょ
う
。
下
旬
に
は
梅
雨

の
は
し
り
が
あ
る
見
込
み
で
す
。

気
温
・
降
水
量
と
も
平
年
並
み

で
し
ょ
う
。

六
月
は
、

蒸
し
暑
い
晴
れ
の

四
国
地
方
の
向
こ
う
三
か
月

布
す
る
。

害
虫
で
は
、
最
近
日
本
に
侵
入
し

た
新
筈
虫
の
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
｀
｀
｀

ウ
マ
が
、
な
す
・
き
ゅ
う
り

・
ピ
ー

マ
ン
な
ど
の
果
菜
類
で
激
し
い
被
害

を
生
じ
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る。
露
地
で
は
、
気
温
の
上
昇
す
る
五

月
中
句
ご
ろ
か
ら
増
殖
を
は
じ
め
、

生
長
点
の
芯
ど
ま
り
や
呆
実
の
サ
メ

肌
・
奇
形
呆
な
ど
を
発
生
さ
せ
る
。

防
除
薬
剤
に
は
、
マ
ラ
パ

ッ
サ
乳

剤

(
-
五
0
0ー
ニ

0
0
0倍）
・
ス

プ
ラ
サ
イ
ド
水
和
剤

(
1
0
0
0倍）

な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
残
効
が

短
い
の
で
発
生
初
期
に
三
ー
四
日
間

隔
で
連
続
三
回
の
散
布
を
実
施
す
る

こ
と
が
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

な
お
、
本
害
虫
は
雑
草
に
も
奇
生

す
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
ほ
場
周
辺
の

長
期
天
気
予
報

日
が
続
き
そ
う
で
す
。
梅
雨
入
り
は

平
年
（
五
日
）
並
み
で
す
が
、
雨
が

降
り
や
す

く
な
る
の

は
下
句
の

見
込
み
で

す
。
気
温

は
、
や
や

在
<
‘
降

水
黛
は
多

少
、
少
な

い
で
し
ょ

゜
つ`

七
月
前

半
は
、
局

地
的
な
大

雨
の
恐
れ

除
卒
梢
掃
を
英
施
す
る
。
薬
剤
は
、

グ
ラ
モ
キ
ソ
ン
(
-
―

loog／
水
一

oot)
と
前
記
の
い
ず
れ
か
の
薬

剤
を
混
用
使
用
す
る
。

ま
た
、
水
田
転
換
等
の
排
水
不
良

地
や
高
地
下
水
ほ
場
は
、
大
雨
や
長

雨
に
よ
っ
て
下
葉
の
賀
化
や
枯
死
株

が
で
き
や
す
い
。

野
は
、
湿
害
に
よ
る
根
腐
れ
の
被

吾
が
大
き
く
水
温
の
高
い
時
期
の
冠
水

は
致
命
的
と
な
る
ほ
場
周
囲
に
排
水
溝

を
け
た
り
、
補
修
整
備
を
し
て
お
く
。

が
あ
り
ま
す
が
、
平
年
(
+
六

日
）
並
み
に
梅
雨
が
明
け
た
後

は
、
倍
い
晴
れ
た
日
が
多
く
な

り
そ
う
で
す
。
気
温
は
平
年
並

み
で
し
ょ
う
。
降
水
益
は
、
瀬

戸
内
側
は
や
や
少
な
く
、
太
平

洋
側
で
は
、
平
年
並
み
で
し
ょ

゜
r̀、

小

薮

．

汗

生

予
子
林
・
大
駄
楊

正

山
・
中
居
谷

月
野
尾
・
岩
谷

中

津
・
小

倉

大

谷

・肱

栄

6
月
3
日

曲

大

谷

方

面

6
月
10日
曲

小

薮

・

岩

谷

6
月
17
日

曲

宇

和

川

方

面

6
月
24
日
曲

中

淮
・
予
子
林

6
月
1
日
困

6
月
2
8
困

6
月
7
日
ぬ

6
月
8
8
困

一6
月
9
日
困

~
6
月

1
4日
g

6
月
15日
困

6
月

16日
困

6
月
21
日

g

6
月
22日
困

6
月
23日
困

6
月
28日
g

6
月
29日
困

6
月
30日
困

6
月
醤
油
配
遣
予
定
日

6
月

L
P
ガ
ス
配
遍
予
定
日

17 15 10 8 6 22 2 
曲困曲困(fj)困困

30 25 27 20 13 
困 (±)(fj)(fj） （月）

'` ..... 

大岩字字中月大岩宇宇中月大岩
野 野

谷谷和和沖尾谷谷和和津尾谷谷

方方 川川 予小方方川川子小方方
子 子

而而北南林薮面面北南林薮而而

悶
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去
る
四
月
十
一
日
、
肱
川

町
の
伊
予
肱
川
簡
易
保
険
保

養
セ
ン
タ
ー
で
、
川
上
商
工

会
青
年
部
の
昭
和
五
十
八
年

度
通
常
総
会
が
開
か
れ
た
。

総
会
は
、
上
田
企
画
謀
長

（肱
川
町
）
、
真
田

産
業
開
発
課
長
（
河

辺
村
）
、
万
永
商
工

会
長
ら
の
来
賓
を

迎
え
、
次
の
各
譲

案
が
審
譲
さ
れ
、

承
認
決
定
さ
れ
た
。

0
第
＿
号
●
案

昭
和
五
十
七
年

度
事
業
線
告
並
び

に
収
支
決
算
承
認

の
件

0
第
二
号
議
案

昭
和
五
十
八
年

度
が
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
（
案
）

決
定
の
件

な
お
、
新
年
度

直

熱
心
に
審
議
す
る
青
年
部
の
面
々

地
域
の
振
興
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
に

川
上
商
工
会
青
年
部
総
会

の
半
業
計
画
と
し
て
、
地
域
の
振
興
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
に
組
織
の
拡
充
強

化
、
研
修
・
研
究
活
動
を
通
じ
て
の
自

己
研
鑽
に
努
め
、
「
木
仕
と
ふ
る
さ
と
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
各
軍
業
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

さ
わ
や
か
な
五
月
、
新
緑
の
季
節
を

迎
え
、
皆
様
方
に
は
い
よ
い
よ
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

騒
が
れ
た
統

一
地
方
選
挙
も
終
り
、

ほ
っ
と

一
息

(
?
)
。
こ
の
と
こ
ろ
、
つ

と
に
厳
し
い
情
勢
を
迎
え
つ

つ
あ
る
時
、
住
み
良
い
ま
ち

叫[【

a

け
だ
し
大
な

ー
ー
'

1

る
も
の
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

終
戦
後
既
に
三
卜
八
年
、

か
っ
て
の
欧
米
先
進
国
に
迫

い
つ
け
、
追
い
越
せ
の
時
代

は
遠
の
き
、
今
や
自
他
と
も

に
認
め
る
世
界
の
最
先
進
国

と
し
て
の
役
割
は
大
で
あ
り
‘

も
う
そ
ろ
そ
る
民
主
政
治
の

定
沼
も
み
ら
れ
る
項
で
は
な

月
氏
ー
舟
益
．

応
援
し
ま
す
、
ゆ
と
り
あ
る
人
生

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
将
来
の
生
活

1
、
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
に
な
り

設
計
は
万
＾
上
で
し
ょ
う
か
。

ま
す
。

「
小
規
漿
業
共
済
制
度
」
は
、
み
な

2
、
共
済
金
は
退
職
所
得
扱
い
に
な

さ

ん

が

事

業

を

や

め

た

り

、

役

只

を

退

り

ま

す

。

い
た
と
さ
な
ど
に
備
え
る
退
職
金
制
度

3
、
加
入
者

（一

定
の
資
格
者
）
に

で
す
。
月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
将
来
の
は
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
．

「
小
規
校
企
業
共
済
制
度
」
は
‘

よ
う
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

⑥
お
問
い
合
せ
と
お
申
込
み
は
ー
—

川
上
商
H
会
へ

空
缶
ひ
ろ
い
に
汗
を
流
す
青
年
部
員

地域に即応した広報に 会

長

冨
永
新
一

次
の

い
で
し
ょ
う
か
．

さ
て
、
永
ら
く
皆
様
に
親
し
ま
れ
ご

愛
読
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
「
商
工

か
わ
か
み
」
も
、
こ
の
度
紙
面
の
刷
新

を
は
か
り
、
更
に
新
た
な
部
員
を
加
え
、

こ
こ
に
装
い
も
新
た
に
お
日
見
え
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
経
済
団
体
の

一
只
と
し
て
通

a.e[L冑

地
方
の
時
代
と
百
わ
れ
て
久
し
く
｀

商
工
業
者
に
と
り
ま
し
て
も
か

っ
て
な

い
厳
し
さ
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
会

只
の
良

mと
た
ゆ
み
な
い
努
力
を
情
し

ま
ず
、
こ
の
厳
し
い
試
練
を
采
り
切
っ

て
い
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
仔

様
方
の
変
り
な
き
ご
指
導
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
顧
い
申
し
ヒ
げ
ま
し
て
-

H

挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

去
る
三
月
二
十
八
日
、
川
上
商
工
会

青
年
部
（
冨
水
微
部
長
）
約
1
10
名
は
、

国
辺

一
九
七
サ
線

（馬
甘
ー
鹿
野
川
）

及
ぴ
丸
山
公
園
、
鹿
野
川
園
地
閲
辺
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
な
っ
た
。

取
窓
か
ら
の
空
缶
の
投
げ
捨
て
及
び

ゴ
ミ
の
散
乱
が
ひ
ど
い
た
め
、
鹿
野
川

花
ま
つ
り
期
間
前
の

―
つ
の
事
業
と
し

て
鉦
年
青
年
部
が
行
な
っ
て
い
る
も
の

で
、
当
日
は
午
前
九
時
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

分
散
し
て
空
缶
｀
ゴ
ミ
な
ど
の
回
収
に

汗
を
流
し
た
。

甑
光
地
鹿
野
川
を
又
し
く
、
ま
た
観

光
吝
を
不
愉
快
に
し
な
い
た
め
に
も
一

人
ひ
と
り
が
気
を
付
け
て
、
空
缶
は
空

缶
入
れ
に
、
ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る

事
を
常
に
心
が
け
て
ほ
し
い
も
の
で

す。

商
工
会
青
年
部

1

'
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
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愛
媛
凩
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営
の

安
定
と
発
展
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十

――
一
年
か
ら
愛
媛
県
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
グ
ル
ー
プ
を
股
直
し
、

中
小
企
業
の

経
営
上
の
問
四
点
に
つ
い
て
相
款

・
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
の
経
営
基

さらに利用しやすくなりました

本

・
財
務
・

販
売
・
仕
入

・
商
品
在
庫
・

労
務

・
事
務

・
税
務
・
店
舗
構
成

・
陳

列
・
商
品
構
成
・
法
律
上
の
ト
ラ
プ
ル
・

特
許
出
願
な
ど
、
経
営
上
の
間
遁
点
に

つ
い
て
中
小
企
業
の
申
し
込
み
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
企
業
に
派
這
し
て
、
相
駅
・
指
導

愛
媛
県
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
ご
案
内

く表 1>貸付限度の引きJ:.げ

貸付 種別 現 行 改 定 （案）

普通貸 付
逗転資金 ］，800万円 運転資金

設佃資金 2,100万円 設備資金 2,100万円

特定股備貸付 2,700万円 3,000万円

流通貸 付

｝ 2,700万円 3,000万円
省力化貸付等

安全貸付

｝ 3,000万円 3,300万円
公岩貸付

貸
付
額
ア
ッ
プ

く表2>貸付期間の改定

貸付種別 1現 行の貸付紺l問

経営改善貸付
設備資金 4年以内

（含据磁6ヶ月以内）

改定後の貸付期間

4年6ヶ月以内（含据湿6ヶ月以内）

ただし、今回の設備資金貸付金額が

200万円を超える場合は5年以内（含

据濯6ヶ月以内）

昭
和
五
十
八
年
度
の
国
民
金
融
公
庫
政
府
干
符
案
が
決
ま
り
、
貸
付

限
度
額
の
引
き
上
げ
、
貸
付
期
間
の
延
氏
等
が
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
ご
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

商
工
会
の
窓
口
で
お
気
軽
に
ご
相
釈
下
さ
い
。
主

な
変
更
点
は
別
表

1
.
2
の
と
お
り
で
す
。

貸
付
期
間
延
長

ぶtt
国
の
租
税
制
度
全
般
に
つ

こ

い

て

審

議

す

る

た

め

の

廿

和

の
枯
設
諮
問
機
関
で
す
。
毎

年
、
予
算
編
成
作
業
や
前
年
度
の
決
尊

の
内
容
が
は
っ
き
り
す
る
六
月
ご
ろ
か

ら
審
譲
を
始
め
、
年
末
に
答
申
し
ま
す
。

自
民
党
に
も
同
じ
名
称
の
調
査
会
が
あ

る
た
め
、
「
党
税
即
」

「
政
府
税
訓
」
と

区
別
し
た
略
称
を
仙
う
こ
と
が
通
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。

政
府
に
は
各
種
の
審
議
会
が
あ
り
、

そ
の
中
に
は
ほ
と
ん
ど
会
合
が
開
か
れ

な
い

11

休
眠
審
議
会
“
も
あ
り
ま
す
が
、

税
間
の
会
合
は
多
く
、
少
数
意
見
を
反

映
さ
れ
る
ね
ら
い
も
あ

っ
て
、
鉦
年
活

発
に
各
界
の
代
表
意
見
が
会
合
ご
と
に

出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
答
中
は
ほ

と
ん
ど
そ
の
ま
ま
政
府
の
税
制
改
正
に

採
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

（
日
本
経
粁
新
聞
）

に
応
ず
る
も
の
で
す
。

和
駅
・
指
導
件

数
も
年
毎
に
増
え
、
中
小
企
業
の
経
営

に
役
立
っ
て
い
ま
す
．

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
川
上
商
工
会
へ
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
相
該
料
は
無
料
で
す
。

こ
の
制
度
の

n
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
構

成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＿
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
構
成
】

大
学
人
三
名
・
公
認
会
計
士
二
名

・

弁
謹
士
二
名

・
中
小
企
業
諺
断
士
五
名
・

商
業
施
策
士
一
名
・
弁
理
士
一
名
の
計

十
四
名

税
制
調
査
会

証

V
H
D
方
式

（
溝
な
し
静
冗
容
旦
方
式
）

るも平ス ル やもと 像続るる まスカ~内て 品
よの均 ク気 なスの迫機がす よ レピすクら家いと八
うは六-に どピに力 能 同 る う コ デ ゜ 時 ほ 電たし 0
で 三 千のなも l ‘あ は 11寺だに 1 オ 代 ぽ 、 ピ て 年

と 卜 広 養 後め大録す千円値るでド加る
思 が い文 ｀安黛 画 ゜円前 段ノ

‘醤 け ‘ ド デ の 出ォ デ数 代
きコえ音鮮 でテ／’ イ 慕そ Iオ年最

わ増ジ化映い生プ V 台後で トま ンて質 明；； 、レとス がるデデ 前大
れえヤ・画ょ廂 T か ‘す - す卜顕 を な 脊 ピ 百 ク い 、イイかの
まてン芸・つが R ら安 がア゜ 口 出 売 画 ととわは よピオスら家
すいル能音で 出 届 の あ い ‘ イ 1 しり面 す•影接 れ ＂ い テ メ ク 注 庭
°くのな楽すき 絵 よオ Iが目電

のフ幅数今念て翌ビ瀑嘉9‘“̀‘ ーの

上デカ‘さ化
出 りイ 1 団れ商

叶；巻？ごレ？菌菌歯函曲曲曲曲曲曲曲曲曲八
料

導す強あのコた
提入 ゜弱て 穴 I方 7 M 光採ど束る る とド 直ご

供
し日‘‘を ド式ィ cア

． て 本波 そあ盤でリ A メ
学用 十 芝 ナ と し、、盤＋ ク

し 三 ．式 ナつを ータ
いで長 の けに す ッ リ ＾ 方 て 社 松 で レ 窃 ーハ
ま はな反‘ わ °プ

閉tイt覧『t甚；；ザと 『式いが 下す。ピ速分ンが

機
手ら喜国醤盃應ぢ閲

商 オ読でザ 数 共 ン 画 占
色 ＝み音 l ミ 岡ダ会

゜方産 肉｛象転数 レし
式業

ア取や光ク 開の社 さ
正 が さ 百 コ た

をな、 出 せ 回 1 方

次
に
我
が
国
で
採
用
さ
れ
て
い

る
二
方
式
を
紹
介
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
登
場
”
~
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改
築
工
事
の
た
め
、
お
客
様
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
五
月
に
、
店
内
・
給
池
所
と
も

明
る
く
新
装
開
店
し
ま
し
た
。

川
上
石
油
店
は
、
昭
和
ニ
ト

一
年
に

開
業
し
て
、
店
主
の
栄
さ
ん
は
‘
七
十

六
オ
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎
日
元
気
で
働

い
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
後
継
ぎ
の

K
士
雄
さ
ん
が
家

巣
を
助
け
て
、
現
在
で
は
、
給
油
・
修

理
・
販
売
ま
で
何
で
も
お
ま
か
せ
と
い

う
ほ
ど
の
実
力
を
、
身
に
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

宮
士
雄
さ
ん
は
東
京
で
三
年
、
日
動

車
修
理
の
勉
強
を
さ
れ
、
六
年
前
に
帰
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

後
継
ぎ
と
し
て
の
｀
抱
久
を
聞
く
と

「
こ
の
せ
ち
が
ら
い
世
の
中
に
お
い
て
、

舎
員
＿
＿
ユ
ー
ス

鹿
野
川

111地
、
肱
川
町
農

業
資
料
館
隣
り
に
、
富
水
府

泡
さ
ん
経
営
の
、
千
代
屋
分

店
が
、
今
年

一
月
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
．

弁
当
・
仕
出
し

・
会
席
料

理
と
幅
広
く
や
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
会
場
は
四
卜
人
収
容

の
広
い
ス
ペ
ー
ス
で
予
約
さ

え
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
け
っ

こ
う
だ
そ
う
で
す
。

千
代
尻
腹
野
川
店
は
昭
和

五
十
三
年
に
開
店
し
て
い
ま

千代屋分店オープン

す
。ま

た
、
後
枇
名
の
文
F
也
さ
ん
は‘

板
前
さ
ん
で
も
あ
り
、
家
業
を
助
け
て

お
ら
れ
ま
す
。
肱
川
町
に
出
て
五
年
で

す
が
、
商
工
会
青
年
部
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
な
ど
で
人
付
さ
合
い
を
、
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

人
柄
の
良
さ
で
商
売
も
、

「
お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
料
理
を
作

っ

て
い
き
た
い
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し

』`。f
 春

の
花
凡
、
秋
の
い
も
炊
き
、
そ
し

て
、
忘
年
会
、
新
年
会
と
い
つ
で
も
利

干代屋分店 と美干也さ ん

―-
広く美 しくなった川J:.石 油店

新
装
オ
ー
プ
ン

川
上
石
油
店

心
と
心
の
結
び
つ
さ
を
大
切
に
、
商
売

を
し
て
い
き
た
い
」
と
、
話
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
昼
夜
を
と
わ
ず
電
括
が
は

い
れ
ば
、
配
違

・
修
理
に
と
、
仕
事
へ

の
情
熱
も
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

四
月
に
は
、
三
人
目
の
子
供
さ
ん
が

誕
生
し
て
、
ま
す
ま
す
頑
張
ら
な
く
て

は
と
、
笑
顧
で
請
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
．

春夏秋冬

分
に
ト

ロ
ン
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

し
、
は
つ
ら
っ
と
し
た
気
分
で
、

仕
事

に
熱
中
し
て
い
る
時
の
目
、
こ
れ
は
も

う
光
り
輝
や
い
て
い
る
ー
は
ず
で
あ

る。

画
面
の
中
で

、

赤

ち

ゃ

る

。
声
は
出
さ
な
い
。
効
果
な
く
ヘ
ラ

ん
が
笑
っ
て
い
る
。
頭
の
ヘ
ラ
言
っ
て
い
る
。
し
か
る
つ
も
り
で、

上
に
は
、
母
親
の
邸
に
似
お
も
い
き
り
に
ら
む
。
少
し
ペ
ソ
を
か

せ
た
お
面
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
く
。

「
や
っ
た
」
と
思
う
。
我
が
子
を
泣

揺
れ
て
い
る
。
お
面
に
あ
か
し
て

r
や
っ
た
」
も
無
い
が
、
一
っ

や
さ
れ
て
、
笑
っ
て
い
る
納
得
す
る
と
、
や
た
ら
と
こ
だ
わ
り
だ

月
宋
が
近
ず
く
と
、
我
々
商
人
の
目

の
で
あ
る。
口
を
と

っ
て
す

。

は
丸
か
っ
た
の
が
、
三角
•

四
角
に
な

も
｀
笑
う
。
鼻
を
と
っ
て
考
え
て
見
れ
ば
、
何
も
真
新
し
い
事
り
、
色
が
変
り
、
時
に
は
火
が
出
た
り

も
笑
う
。
と
う
と
う
最
後
に
は
、
目
だ
で
も
無
い
。
廿
か
ら
「
目
は
口
ほ
ど
に
も
す
る
が
、
そ
こ
は
心
の
持
ち
ょ
う
で

け
に
な
っ
た
お
面
が
揺
れ
て
も
笑
う
。
物
を
言
う
」
と
か
「
目
は
心
の
窓
」
と
少
し
は

n
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
そ
う
で
あ

だ
が
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
パ
ラ
パ
ラ
に
し
か
円
わ
れ
て
い
る
事
の
科
学
的
裏
付
の
る
。
「
心
は
い
つ
も
日
本
晴
」
と
ま
で
は

た
お
面
ー
ー
福
笑
い
の
よ
う
な
お
面
で
よ
う
な
も
の
で
、
罪
し
も
思
い
当
る
事
い
か
な
く
て
も
、
さ
わ
や
か
な
気
分
で
、

は
と
た
ん
に
、
ひ
き
つ

っ
た
よ
う
に

泣

が

れ
る
で
あ
ろ
う
。

目
も
と
す
ず
し
く
在
り
た
い
も
の
で
あ

き

出

し

た

。

口

々

生

活

し

て

い
る
中
て

白
分

が

る

。

母
親
の
顧
の
良
し
悪
し
の
話
し
で
は
ど
の
様
な
目
付
で
で
い
る
か
と
思
う

「

お

客

様

は

神
様
で
す
」
の
精
神
で

な
い
。
目
が
大
切
な
役
目
を
し
て
い
る
と
、
お
か
し
く
、
ま
た
不
安
に
な
っ
て

も

っ

て

、

お
客
様
の
日
だ
け
は
、
飛
び

と
い
う
事
だ
そ
う
で
あ
る
。

く
る
。
二
日
酔
い
で
頭
の
重
い
朝
な
ど
出
し
た
り
、
回
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な

た
め
し
に
、
我
が
＋
を
に
ら
み
付
け
の
R
‘
微
夜
あ
け
の
目
、
こ
れ
ら
は
多
い
よ
う
に
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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用
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
ソ
ポ
ソ
と
話
を
し
ま
す
。
単
が
好
さ、

朝
早
く
か
ら
、
夜
遅
く
ま
で
賞
業
し

心

松

本

芳

典

(26オ
）

ス

ポ

ー
ツ
が
好
さ
。
も
ち
ろ
ん
仕
事
も
。

羹

社
は
八
幡
浜
工
業
嵩
す
こ
し
め
ん
ど
う
く
さ
が
り
の
所
も
あ

ヽ

月

の

こ

発

展

を

わ

祈

り

申

し

[

[
:
：
:

』

-
[[lU[ht[

ち
ょ

っ
と
無
口
か
な
？

（洒
を
飲
む
と
ま
す
。

変
わ
り
ま
す
）。
つ
ぶ
れ
た
よ
う
な
声
で
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わ
た
し
は
大
正
元
年
十
二
月
、
千
子

林
の
長
命
寺
の
そ
ば
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

四
つ
の
と
き
に
父
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、

瓜
生
谷
の
大
工
、
山
下
多
次
郎
さ
ん

（茂

さ
ん
の
お
父
さ
ん
）
へ
預
け
ら
れ
、
そ

こ
で
大
工
の
手
伝
い
も
し
、
百
姓
も
す

る
と
い
う
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

小
学
校
を
終
え
、
当
時
流
行
の
夜
学

校
、
青
年
訓
糾
学
校
へ
通
う
な
ど
し
て
、

＋
几
歳
ま
で
家
族
の

一
只
同
様
に
廿
て

ら
れ
ま
し
た
。

子
子
林
に
は
硯
の
発
電
所
が
出
来
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
早
く
か
ら
電
気

が
通
じ
て
お
り
、
電
気
会
社
の
散
宿
所

に
出
入
り
し
て
は
、
い
つ
の
間
に
か
電

気
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
知
識
を
身
に

つ
け
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

姉
が
嫁
い
で
い
た
緑
で
、
大
阪
市
都

島
区
の
中
山
電
機
商
会
と
い
う
電
気
製

品
の
卸
展
に
勤
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

こ。f
 昭

和
初
期
の
こ
と
と
て
、
取
扱
い
商

品
は
雹
球
‘
配
線
器
具
、
ア
イ
ロ
ン
、

電
気
コ
ン
ロ
、
河
風
機
そ
し
て
ラ
ジ
オ

な
ど
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
自
転
車
に

積
ん
で
、
大
阪
の
街
を
北
か
ら
南
へ
、

あ
る
い
は
高
槻
市
か
ら
京
都
、
八
尾
市

か
ら
奈
良
の
一
部
ま
で
配
達
や
注
文
取

り
に
回
っ
た
も
の
で
し
た
。

山
下
家
に
永
い
間
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
大
阪
か
ら
電
気
ア
イ
ロ
ン

を
送
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近

下
鹿
野
川

技
術
は
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

大
阪
に
も
よ
う
や
く
戦
争
の
影
響
に

よ
る
品
不
足
の
時
代
が
や
っ
て
来
て
、

軍
需
品
以
外
は
資
材
が
手
に
入
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
自
由
疎
開
と
い
う
名
の

所
中
の
評
判
に
な
っ
て
、
次
か
ら
次

へ

も
と
に
、
不
本
店
な
が
ら
十
八
年
暮
、

た
ら
い
回
し
と
な
り
、

つ
い
に
は
行
方
痰
と
一
緒
に
大
洲
ま
で
帰
っ
て
来
た
の

不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
電
気
製
品
は
ま
だ
ま
だ
終
戦
後
の
昭
和
一一
十
二
年
｀
鹿
野
川

高
価
な
も
の
で
し
た
。

を
節
二
の
ふ
る
さ
と
と
決
め
、
こ
れ
ま

ラ
ジ
オ
は
人
気
商
品
で
し
た
が
、
大
で
の
雹
気
に
関
す
る
知

mと
技
術
を
生

型
で
絶
繰
不
良
の
た
め
、
ど
こ
ま
り
さ
か
し
て
電
機
店
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し

わ
る
と
ビ
リ
ビ
リ
感
電
す
る
よ
う
な
代
た
。
鹿
野
川
の
ど
ま
ん
中
、
元
池
田
町

物
も
あ
り
ま
し
た
。
天
下
の
松
下
電
船
長
宅
を
借
り
て
、
『
三
瀬
電
機
商
会
』
と

も
ま
だ
か
け
出
し
で
、
や
っ
と
「
ミ
ゼ
ッ
い
う
大
き
な
行
板
を
上
げ
ま
し
た
。

ト
」
と

い

う

物

の

な

い

田
；

；
竺
〗
げ

価
を
世
に
問

-ー-
‘
●

9-
I
*‘4t
が
辿
っ
て
い

詞
〗
ふ
｀
ゼ
B

団

技
術
を
党
え
た
の
は
、
交
通
事
故
で
し
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
戦
後
の

ば
ら
く
動
け
な
く
な
っ
た
時
で
し
た
。
復
興
気
運
に
の
っ
て
な
ん
と
か
や
っ
て

当
時
の
ラ
ジ
オ
は

N
H
K
の
受
仔
だ
け
い
け
た
の
で
し
た
。

で
し
た
が
、
よ
く
故
昭
し
て
い
ま
し
た
。
き
ょ
う
は

0
0
部
落
に
電
久
が
来
る

そ
の
た
め
に
レ
シ
ー
パ
ー
を
持
っ
て
、
と
い
う
日
に
は
、
夕
方
早
目
に
食
事
を

聴
診
器
の
よ
う
に
回
路
の
あ
ち
こ
ち
で
済
ま
せ
、
ラ
ジ
オ
を
一＿
一
台
ほ
ど
自
転
平

音
を
拾
い
、
そ
の
音
質
の
違
い
に
よ
っ
の
荷
台
に
積
み
、
世
話
役
と
と
も
に
そ

て
故
障
個
所
を
判
断
、
修
理
し
た
も
の
の
部
落
へ
出
か
け
ま
し
た
。
時
間
が
来

で

し

た

。

て

明

る

く

と

も

っ
た
雹
灯
に
目
を
細
め

昭
和
十
四
年
七
月
に
、
日
本
放
送
協
な
が
ら
、
今
度
は
ラ
ジ
オ
の
商
い
に
な

会
の
ラ
ジ
オ
技
術
者
の
検
定
に
合
格
し
、
る
の
で
す
が
、
電
庄
の
状
態
が
悪
く
、

途
中
五
年
間
、
九
州
の
別
の
雹
機
店
で
一

0
0ポ
ル
ト
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

慟
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
の
が
七

0
ポ
ル
ト
し
か
な
く
、
う
ま
く

一
瀬
算
雄
(71歳）

匝

電
気
と
と
も
に

受
信
で
さ
な
か
っ
た
り
、

「
部
落
う
ち
の

A
さ
ん
が
ま
だ
只
い
な
は
ら
ん
の
な
ら
、

う
ち
は
ま
だ
双
う
と
こ
へ
い
く
か
い
な
」

と
因
囲
へ
の
気
兼
ね
か
ら
断
わ
ら
れ
た

り
、
夜
＋
時
ま
で
ね
ば

っ
て
や
っ
と
一

台
と
い
う
調
子
で
し
た
。

N
H
K
の
連
続
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

r
君

の
名
は
』
で
有
名
な
よ
う
に
、
家
庭
娯

楽
の
中
心
は
ラ
ジ
オ
で
し
た
の
で
、
ラ

ジ
オ
は
徐
々
に
売
れ
て
い
き
ま
し
た
。

高
囚
波

一
段
付
き
四
級
式
の

「
ヘ
ル
メ

ス
」
と
い
う
よ
く
出
来
た
機
樵
が
二
六

0
0円
で
、
遠
く
惣
川
や
日
吉
村
の
父

野
川
な
ど
へ
も
売
り
に
出
か
け
た
も
の

で
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
か
ら
十
年
間
、

N
H

K
ラ
ジ
オ
巡
回
サ
ー
ピ
ス
を
担
当
し
、

中
津
・
様
松
・
神
納
な
ど
を
回
っ
て
受

竹
相
歓
を
受
け
、
難
聴
地
域
の
解
消
に

努
め
ま
し
た
。
ま
た
電
気
会
社
の
電
気

料
金
が
定
額
式
か
ら
メ
ー
タ
ー
制
に
切

り
特
わ
っ
て
行
く
の
に
合
わ
せ
て
、
電

気
工
事
業
を
始
め
た
の
も
こ
の
頃
で
し

た。
ラ
ジ
オ
は
や
が
て
テ
レ
ビ
の
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
洗
濯
機

・
冷
蔵
庫
・
炊

飯
骰
な
ど
も
生
活
必
需
品
と
な
っ
て
、

各
家
庭
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

ス
テ
レ
オ
・
エ
ア
コ
ン
・
ピ
デ
オ
・

さ
ら
に
マ
イ
コ
ン
。
こ
れ
か
ら
も
電
気

製
品
は
多
様
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
ま

す
ま
す
便
利
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
お
か
げ
で
こ
う
し
て
三
十
六

年
問
｀
さ
さ
や
か
な
が
ら
電
機
店
を
経

営
し
て
来
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
電
気
と
の
つ
き
合
い
は
税
き

そ
う
で
す
．

読
者
の
皆
様
に
楽
し
く
読
ん
で
頂
こ

う
と
、
新
し
い
装
い
で
登
場
し
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
同
想
記
・
春
夏
秋
冬
な

ど
従
来
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
読
物
は
、

そ
の
ま
ま
続
け
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。ク

イ
ズ
物
は
、
そ
の
都
度
ネ
ラ
イ
を

変
え
た
判
じ
物
を
登
場
さ
せ
て
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
頂
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

後
で
こ
紹
介
し
ま
す
よ
う
に
、
と
に

か
く
若
い
編
集
員
が
、
こ
の
広
報
作
り

に
大
ぜ
い
参
加
致
し
ま
し
た
の
で
、
大

い
に
紙
面
刷
新
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
回
を
追
う
ご
と
に
、
オ

モ
シ
ロ
く
て
た
め
に
な
る
紙
面
に
発
展

し
て
ゆ
く
こ
と
を
、
お
約
束
出
来
る
と

信
じ
ま
す
。

肱
川
地
区
の
分
は
町
の
広
報
紙
と
統

合
致
し
ま
し
た
が
、

河
辺
地
区
の
分
に

つ
い
て
は
、

同
じ
内
容
の
も
の
を
別
刷

り
の
よ
‘
ァ
な
形
で
変
則
的
な
発
行
型
態

と
な
り
ま
す
が
、
編
集
を
工
夫
し
て
、

ど
の
地
区
の
行
様
に
も
愛
さ
れ
る
広
報

紙
に
と
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

i

る
愛
読
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
紙
面
刷
新
を
機
会
に
、
編
集
員
を
ご

紹
介
致
し
ま
す
。

・【
商
工
か
わ
か
み
編
集
員】

新

任

冨

永

微

三

瀬

次

男

冨
永
盛
一

山
口
吉
浩

福

田

保

浜

田

洋

一

谷
本
一
敏
山
田
晴
夫

久

保

巌

再

任

＿編
集
後
記
＿
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第
ト
ー
固
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

が
、
四
月
二
十
五
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
数
―
―
十
七
、
三
プ
ロ
ッ

ク
別
リ
ー
グ
戦
と
し
て
、
町
民
運
動
揚

で
七
月
十
五
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

成
人
男
子
が
対
象
で
す
が
、
こ
れ
は

お
互
い
の
親
睦
と
つ
な
が
り
を
深
め
て
、

地
域
づ
く
り
の
話
し
合
い
の
揚
づ
く
り

と
い
う
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

又
、
今
年
度
の
社
会
体
訂
事
業
の
目

標
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ
の
組
織

化
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
十
一
年

□

を
迎
え
た
こ
の
リ
ー
グ
戦
も
ソ
フ
ト
ポ
ー

ル
協
会
的
な
も
の
へ
の
話
し
が
出
て
き

て
お
り
、
今
後
の
課
題
だ
と
い
え
そ
う

で
す
。各

チ
ー
ム
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
話
し

合
い
を
さ
れ
な
が
ら
、
今
年
の
リ
ー
グ

戦
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

尚
｀
参
加
選
手
の
み
な
さ
ん
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
け
が
の
な
い
よ
う
楽
し

い
大
会
と
し
ま
し
ょ
う
。

参
加
チ
ー
ム
と
責
任
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

O
I

部

上
鹿
野
川
A

大
谷
レ
ッ
ド
サ
ン

オ
ー
ル
中
届
谷

子
＋
浜
B

小
藪
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

山
田
晴
犬

大
塚
芳
行

戒
野
知
則

滑
水
良
治

中
本
良
市

。II
部

大
谷
ド
ラ
ン
カ
ー
ズ

小
薮
ド
ラ
ゴ

ン

大
谷
ギ
ャ
ー
ト
ル
ズ

上
鹿
野
川
B

三

月

パ
イ
キ
ン
グ
嘉
城

下
鹿
野
川
．ハ
リ
ー
グ

子
子
林
A

岩
谷
マ
ッ
ク
イ
ム
シ

渡
辺
貞
雄

松
本
金
次
郎

久

俣

巌

金

野

保

稲

m逸
男

中

岡

明

三
瀬
次
拐

束

作

切

森
岡
成

現
在
、
町
内
に
は
夜
間

体
行
照
明
施
設
が
七
ヶ
所

あ
り
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
時
は
、
次

の
こ
と
を
よ
く
守
っ
て
使

用
し
て
下
さ
い
。

日

使

m中
込
み
は
、
各

分
館
の
も
の
は
分
館
氏

へ
、
肱
中
•
町
民
運
動

場
は
公
民
館
へ
ど
う
ぞ
。

3

施
設
・
設
備
を
破
損

又
は
‘
亡
失
し
た
時
は
‘

9会
（
公
民
館
）

ヘ
届
け
、
す
み
や
か
に

弁
償
し
て
下
さ
い
。

回

雨
の
時
又
は
、
グ
ラ
ン
ド
状
態
が
悪

い
時
は
、
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

（判
断
は
、
数
行
委
貝
会
又
は
学
校
）

閻
使
用
後
の
笠
佃
及
ぴ
清
描
に
気
を

付
け
て
下
さ
い
。

凶
グ
ラ
ン
ド
で
の
火
気
は
厳
禁
す
る
。

但
し
、
タ
バ
コ
は
吸
い
が
ら
人
れ

（バ

ケ
ツ
）
の
と
こ
ろ
で
の
み
許
可
し
ま

す。

因
車
の
駐
車
は
、

大野町長の始球式

決
め
ら
れ
た
所
へ

大
栄
B

山
下

大
谷
ホ
ワ
イ
ト
ス
タ
ー
ズ

源
田
政
幸

金

野

翌

和
気
輝
明

下
瑯
野
川
セ
リ
ー
グ

中
野
A

◎
夜
間
体
育
照
明
施
餃
使
用
の
お
瓢
い

登

⑥
⑨
⑥
◎
⑥
⑥
⑧
⑥
 

⑥
⑥
⑥
◎
◎
◎
⑧
⑨
 

扮
吟
⑨
R
"
紛
＂
命
◎
⑥

冒

湯
g
上ス

—
第
一
回
ソ
フ
L
ボ
ー
ル
リ
ー
ワ
戦
1

o
m
部

大
谷
メ
ッ
ツ

山

槌

岩
谷
タ
イ
タ
ン

中
野
B

干
子
林

c

赤
岩
橋

岩
谷
ク
リ
タ
マ
パ
チ

大
栄
A

共
栄
・
協
生
連
合

岡
本
完

一
郎

堀
江
正
勝

竹
森
石
幸

鳥

越

寛

清
水
公
健

上
川
英
樹

宮

田

昭

井
上
年
幸

谷
本
学
治

と
め
て
下
さ
い
。
（
特
に
町
民
運
動
場

は
、
国
逍
へ
駐
車
し
な
い
事
）

囮
使
用
後
は
、

8
誌
を
つ
け
て
下
さ

、．＞
 

囚
電
源
ス
イ
ッ
チ
な
ど
照
明
施
設
の

管
理
は
、
数
百
委
只
会
（
公
民
館
）

の
定
め
た
人
が
行
っ
て
下
さ
い
。

因
そ
の
他
、
必
要
な
こ
と
は
、
教
官

委
只
会
（
公
民
館
）
の
指
示
を
う
け

て
下
さ
い
。

特
に
学
校
施
骰
を
使
用
し
た
と
き
は
‘

子
供
達
へ
の
楳
範
と
な
る
よ
う
、
き
ち

ん
と
藍
理
・
整
と
ん
を
し
ま
し
ょ
う
．

み
ん
な
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
｀
き
れ

い
な
施
設
を
使
用
し
た
い
も
の
で
す
．

記
帳
生
活
を

進
め
よ
う
I.

公
民
館
報
四
月
サ
で
生
活
改
菩
の

l

協
力
を
お
顧
い
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
と
＾
＂わ
せ
て
生
活
運
動
の

一
っ
と

し
て
、記
吸
生
活
の
推
進
を
し
ま
す
。

四
月
二
十
九
日
田

立
町

（
村
）
四
十
周
年

に
あ
た
り
、
町
の
ま
す
ま

す
の
発
展
と
、
こ
れ
を
推

進
す
る
町
民
の
撻
康
を
祈

念
し
、
さ
ら
に
町
内
各
神

社
に
伝
わ
る
祭
礼
文
化
財
・

郷
土
の
伝
統
文
化
財
に
対

す
る
認
識
を
深
め
、
そ
の

保
存
伝
承
を
図
る
た
め
「
肱
川
ま

つ
り
」
が
開
か
れ
た
。

互
い
に
、
な
ご
や
か
な
あ
い
さ

つ
を
か
わ
し
な
が
ら
も
、
視
線
は

祭
礼
文
化
財
に
集
中
、
春
雨
の
中

を
熱
い
雰
囲
久
の
も
と
に
出
立
。

逍
々
で
は
、
思
わ
ず
手
を
合
わ

す
人
し
き
り
、

mの
風
さ
も
御
利

益
で
軽
く
感
じ
る
。

神
事
に
統
き
、
歌
方
と
乙
女
遠

に
よ
る
乙
女
の
舞
、
予
子
林

「
客

神
社
」
だ
け
に
伝
わ
る
も
の
の

一

つ
、
ま
た
、
子
供
達
が
主
に
行
う

唯

一
の
も
の
で
あ
る
。

続
い
て
第
二
部
“
ふ
る
さ
と
の

鐸
い
＂
に
移
る
。

鹿
お
ど
り
、
獅
子
舞
い
の
競
演
‘

力
を
秘
め
、
熱
っ
ぽ
い
演
技
に
、

自
然
と
と
け

1^1

い
、
無
口
で
体
を

動
か
し
罰
子
を
合
せ
て
い
る
人
は
‘

お
そ
ら
く
先
輩
違
で
あ
ろ
う
。

正
月
と
節
句
、
盆
と
村
ま
つ
り

な
ど
年
中
行
事
を
楽
し
み
に
し
な

が
ら
、
手
と
足
を
使
い
力
強
く
生

き
て
、
心
の
き
ず
な
を
大
事
に
し

て
き
た
人
達
、
そ
し
て
、
そ
の
人

ファインダー
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公
民
館
の
体
育
専

門
委
只
会
で
は
、
社

会
体

11の
目
楳
の

一

つ
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
プ
の
守
成
を
は
か

る
こ
と
を
推
め
て
お

り
ま
す
．

公
民
館
報
五
月
サ

で
は
、
生
ま
れ
た
て

の
ホ
ヤ
ホ
ヤ
、
ま
だ

湯
気
が
立
っ
て
い
る

「
テ
ニ
ス
ク
ラ
プ
」
を

紹
介
し
ま
す
。

昨
年
の
夏
と
今
年

の
春
、
テ
ニ
ス
教
室

を
開
催
し
て
、
テ

ニ

ス
愛
好
名
を
ふ
や
し
て
き
ま
し
た
。

が
、
こ
の
税
ク
ラ
プ
結
成
と
な
り
ま
し

`
r
o
 

f
 目

的
は
、
テ

ニ
ス
を
通
し
て
、
体
力

づ
く
り
と
、
人
間
形
成
に
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
も
マ
ナ
ー
を
大
切
に

し
ま
す
が
、
特
に
テ

ニ
ス
は
大
切
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

会
只
は
、
約
十
五
名
で
、
毎
週
月
暉

日
と
水
成
日
の
巡
二
回
、
肱
川
中
学
校

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

時
間
は
、
午
後
七
峙
＿二
十
分
か
ら
九

時
三
十
分
ま
で
で
す
。

テ
ニ
ス
を
や

っ
て
み
た
い
、
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
方
は
、
ど
な
た
で
も
歓

迎
し
ま
す
。

参
加
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は

公
民
館

(
6
二
三

0
七
番
）
か
、
責
任

者
の
下
敷
水
・
城
戸
由
幸
さ
ん

(
6
-

―-

三
四
三
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

又
、
立
接
、
練
習
日
に
中
学
校
へ
こ

”ぶihi
-TENNIS CLUB 

ら
れ
て
も
け

っ
こ
う
で
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

クラプの練翌風景

子供達との
ふれ合いを

裔
は
、
敷
水
の
森
本

l-
＿
江
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。

受
賞
あ
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岩
谷
小
学
校

P
T
A
J

L
ー
|
ー
正
山
・
村
上
春
義
さ
ん

五
月
十
日
、
肱
川
町
公
民
飽
で
開
催

さ
れ
た
喜
多
郡
P
T
A
連
合
会
総
会
に

お
い
て
、
岩
谷
小
P
T
A
と
村
上
春
義

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
．

岩
谷
小
P
T
A
は
、
父
母
と
教
師
が

一
体
と
な
っ
た
教
守
活
動
で
優
良
P

T

A
と
し
て
。

村
上
芥
我
さ
ん
は
、
学
校
哀
境
整
備

や
体
廿
振
興
に
対
す
る
協
力
に
よ
る
感
闘

状
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

>[>[>

〗
〗
〗
〗

VOく

ま
す
。

私
も
昨
年
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
名
で
、

子
供
遠
と
い

っ
し
ょ
に
活
動
を

や
っ
て
き
立
し
た
。
今
息
つ
と
楽
し
い
味

間
で
し
な
ミ
つ
い
う
蒔
に
し
か
子
供
違

と
接
す
る
時
間
が
な
い
の
で
土
嘔
日
の
午

後
は
待
ち
ど
お
し
か
っ
f

、

朝
や
夕
方
‘
辺
路
で
会
う
と
｀
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
、
う
れ
し
く
、
気
持
ち
が
よ
い
も
の

で
す
．

こ
の
二
年
間
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
A
チ
ー

ム
の
監
督
と
し
て
、
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
よ

い
勉
薙
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．

咋
年
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
ソ
フ
ト
ポ
ー

ル
ば
か
り
で
な
く
、
物
を
作
る
体
験
を
し
よ
う

と
い
う
事
で
、
ス
イ
カ
の
栽
培
を
行
っ
な
今

の
子
供
遁
は
、
何
で
も
お
金
さ
え
出
せ
ば
手
に

入
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
働
い
て
曲
を
作
る

こ
と
を
体
験
さ
せ
た
。

八
月
に
は
立
派
な
ス
イ
カ
が
出
来
上
が
っ

た

の

で

貧

i食
会
を
行
っ

な
自
分
違
で
作
っ
た
も
の
だ
け
に
‘
や

は
り
お
い
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
子
供
も
指

導
者
も
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す。

今
年
は
、
私
も
監
督
で
は

な
く
、
指
導
員
と
し
て
、
ソ

フ
ト
ポ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
・

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
計
固
し
て
お

り
｀
閃
間
の
ゆ
る
す
か
ぎ
り
、

子
供
遠
と
接
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
ま
ま
、
元

気
に
、
真
っ
す
ぐ
に
伸
ぴ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
．

久保 藤本忠夫
今
後
と
も
、
こ
活
躍
を
お
祈
り
し
ま

す。

達
か
ら
数
え
を
受
け
さ
ら
に
伝
承

し
よ
う
と
し
て
い
る
若
者
達
、
祭

礼
文
化
財
が
世
代
間
の
強
い
き
ず

な
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
有
形
・
無
形
の
文
化
財

に
対
し
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
的
と
す
る

人
づ
く
り
が
ゆ
え
に
理
解
を
深

め
る
こ
と
こ
そ

「
肱
川
ま
つ
り
」

を
支
え
続
け
て
き
た
多
く
の
人
達

に
対
す
る
感
謝
の
誠
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

購
入
図
書
紹
介

0
大
予
言
者
の
秘
密

0
愛

が

好

き

で

す

中

島

み

ゆ

き

0
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

・
サ
イ
エ
ン
ス

楠
田
枝
里
子

〇

私

の

嫁

い

び

り

西

川

勢

津

子

〇

痰

た

ち

の

息

秋

期

斎

藤

茂

男

〇

積

木

く

ず

し

穂

積

隆

信

〇
牛
が
い
て
・
人
が
い
て

糸

井

重

里

〇

探

偵

物

諾

赤

川

次

郎

0
四
国
連
絡
特
級
殺
人
事
件西

村
京
太
郎

0
佐
川
君

か

ら

の

手

紙

洒

十

郎

0
度

胸

時

代

柴

田

練

1

＿一郎

〇
窓
か
ら
ロ
ー
マ
が
見
え
る池

田
満
特
夫

高

木

彬

光

（杭
）

「
肱
川
ま
つ
り
」
意
義
深
い
記
念

行
事
で
あ
っ
た
。
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五
月
四
日
、
肱
川
町
公
民
館
に
お
い

て
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
総
会
が
行
わ

れ
、
次
の
爪
点
目
標
を
違
成
す
る
た
め

努
力
し
て
い
く
事
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
会
員
意
識
の
応
掲
を
は
か
り
、
ロ

ら
学
ぶ
P
T
A
活
動
を
推
進
す
る
。

口

地

域

一

体

の

P
T
A
活
動
に
よ
り

刊
少
年
の
健
全
守
成
を
は
か
る
。

ロ

国

民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
意
欲
と
実
践
力
を

養
う
。

P
T
A
と
は
、
子
供
達
を
立
派
な
人

問
に
‘
将
来
を
担

っ
て
く
れ
る
人
間
に

汀
て
で
い
く
、
大
人
の
団
体
で
あ
り
ま

す．
地
域
の
人
遠
み
ん
な
で
活
動
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

匿輻蒻醒麗譴眉ll

:
幽
饂
一

肱
川
町
婦
人
会
の
総
会
が
、

四
月
三
十
日
、
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
は
、

H
会
只
意
識
を
高
め
る
学

密
活
動

⇔
地
域
の
よ
さ
を
生
か
し

た
婦
人
会
の
組
緻
活
動

3

什
少
年
の
健
全
訂
成

四
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

殷
計
と
奉
仕
活
動

g
愛
の
一
戸
巡
動

こ
の
五
つ
を
重
点
目
標
に
活
動
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

プ

会
9
流

ク

交

人

の
老

と

明
る
い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
は
、
婦
人

の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会

長

三

井

芳

江

副

会

長

兵

頭

弔

十

副

会

長

宮

本

久

子

記

坂

依

恵

子

計

森

勝

了

会

•• だより

四
団
貝
の
増
只
を
図
る
。

a
奉
仕
や
社
会
活
動
を

進
進
め
る
。

因
廿
年
ら
し
さ
を
身

に
つ
け
る
。

の
六
つ
に
立
て
活
動
し
ま

す。

現
在
、
肱
川
町
に
も
数
多
く
の

年
が
い
ま
す
。
積
極
的
に
脊
年
団
に

入
団
し
、
幅
広
く
友
達
を
持
ち
な
が
ら
、

自
分
を
窃
め
、
自
分
違
そ
し
て
肱
川
町

の
将
来
を
匝
り
合
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

“
一
人
の
百
歩
よ
り

み
ん
な
の
一
歩
＊

新
役
只
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団

艮

松

本

芳

典

副

団

艮

高

田

栄

治

副

団

長

兵

取

亀

代

子

事

務

局

長

松

本

隆

寿

昭
和
五
十
八
年
度
の
役
只
は
次
の
と

お
り
で
す
。

会

長

副
会
長

会
副
会
長

副
会
長

沖
浦
賢
嗣
（
正
山
小
P
)

大

村

博

（

肱

中

P
)

森

繁

夫

（

肱

中

P
)

松
尾
ア
キ
子

（
肱
中

P
)

事
務
局
長
植
木
光
雄

（
社
会
教
百
課
）

全会員で・・・

吏度遜沢令リ

，
 

町
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

て
、
期
待
さ
れ
る
青
年
団
で

す
が
、
昭
和
五
十
八
年
度
初

め
の
総
会
を
四
月
十
六
日
に

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
活
動

の
柱
を

H

研
修
活
動
を
積
極
的
に

進
め
る
。

口
お
互
い
の
友
情
を
深
め

る
仲
問
づ
く
り
の
活
動
を

進
め
る
。

国
婦
人
会
や
冑
年
農
業
者
協
譲
会
・

他
町
の
zー
年
団
と
の
交
流
を
深
め

る。
螂 函麟

出
番
で
す
／
．
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

〇
親
の
お
ち
い
り
や
す
い
問
題
点

今
の
父
親
は
‘
作
と
く
ら
ぺ
て
優
し
く
‘

も
の
わ
か
り
が
よ
く
な
っ
た
反
面
、
に
然

と
し
た
と
こ
ろ
が
失
わ
れ
て
さ
て
い
る
よ

う
で
す
．
確
か
に
、
子
供
の
気
持
ち
を
理

解
し
よ
っ
と
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
し

か
し
そ
れ
が
、
子
供
に
反
抗
さ
れ
ま
い
と

し
て
、
何
で
も
子
供
の
い
い
な
り
に
な
っ

た
り
、
子
供
に
対
す
る
自
信
の
な
さ
か
ら

く
る
お
よ
び
牒
で
あ
っ
た
り
し
て
は
‘
わ

が
ま
ま
で

n己
統
制
に
欠
け
、
社
会
規
範

に
も
反
す
る
よ
う
な
子
供
を
つ
く
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

荏
、
「
頑
同
親
父
」
と
い
う
言
葉
が
生

き
て
い
ま
し
た
．
子
供
に
わ
か
ら
ず
や
と

息
わ
れ
て
も
、
確
囚
と
し
た
自
償
と
in念

を
も
っ
て
十
供
に
対
し
て
い
た
父
親
が
な

ん
で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ

ど
、
い
い
意
味
で
の
頑
固
さ
は
‘
見
立
さ

れ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
．

贔
は
、
親
と
し
て
、
社
会
人
と
し
て
、

人
生
の
牛
輩
と
し
て
の
責
露
な
経
験
を
も
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
生
か
さ
な
い
と

子
供
は
‘
兄
弟
姉
妹
や
友
違
と
比
較
し

て
、
い
る
い
る
可
わ
れ
る
の
を
い
や
が
り

ま
す
。あ

る
小
学
校
の
六
年
生
に
“
父
級
に
望

む
こ
と
＂
”
母
賊
に
望
む
こ
と
々
で
ア
ン

ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
父
親
に
は
全
く
出

て
こ
な
い
“
兄
弟
姉
妹
公
平
に
扱
っ
て
ほ

し
い
。
“
と
い
う
の
が
、
母
級
に
は
第
三

位
に
出
て
さ
ま
し
た
。
こ
れ
を
比
て
も
‘

多
く
の
お
ぼ
さ
ん
は
無
意
諏
の
う
ち
に
、

へ
ん
愛
の
傾
向
が
畑
い
と
言
え
そ
う
で

す．
子
供
の
カ
ン
は
極
め
て
敏
感
で
、
正
義

感
が
強
い
だ
け
に
不
公
平
と
思
う
扱
い
に

は
｀
怒
り
す
ら
お
ぽ
え
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
こ
ん
な
体
験
を
重
わ
て
い
る
と
、
つ

い
性
格
の
ゆ
が
み
を
誘
発
す
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

へ
ん
愛
は
真
の
愛
情
で
は
な
く
、
親

の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
＿
確
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
て
、
蚊
愛
の
わ
が
子
の
性
格
を

ひ
ず
去
姑
る
よ
つ
な
愚
に
お
ち
い
ら
な

い
よ
っ
‘
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。お

母
さ
ん
／
へ
ん
愛
に
注
意
．

R
 

い
け
ま
せ
ん
．
勇
気
と
自
信
を
も
っ
て
子

供
に
ぷ
つ
か
り
｀
物
事
の
正
し
い
見
方
や

与
え
方
を
廿
て
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
よ

せ
令お

父
さ
ん
／
あ
な
た
は
、
も
の
わ
か
り

の
よ
す
ぎ
る
父
蜆
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
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役
場
や
議
会
・
公
民
館
の
主
催
す
る

会
合
の
会
場
で
は
、
禁
燻
す
る
こ
と
の

申
し
合
わ
せ
と
な
り
ま
し
た
。

タ
バ
コ
が
紐
康
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
は
、
汲
近
新
聞
や
雑
認
な
ど
で
も

よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
受
動
的
喫
煙
に
よ
る
健
康
被

害
に
つ
い
て
、
今
ま
で
は
、
主
と
し
て

タ
パ
コ
の
煙
に
接
し
た
楊
合
に
す
ぐ
現

わ
れ
る
急
性
の
健
康
被
害
に

つ
い
て
、

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
｀

せ

蚊
近
で
は
、
タ
パ
コ
の

ゎ

煙
に
よ
る
、
非
喫
翌
者

合

に
対
す
る
慢
性
的
疾
病

i
夕
[
[
[

n
を
吸
っ
て
い
る

人
の
と
な
り
で
い

れ
ば
、
確
実
に
タ

パ
コ
を
吸
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
と
、
女
性

の
喫
煙
者
が
ふ
え

て
い
る
そ
う
で
す

” 
, ？“ 

づが‘
v‘” 

ち¥℃
Lだ'C

タパコと女性
l. 20代女性寧U鸞行は、昭和48年 の II

％から昭 和62mの16%1こ急増 ．

2.動臓は．好奇心(55.1%）、かっこ

いい(44.8%）、やせるた11>(40.6%)

と浅薄．

3. クバコを囀Uは綱の人熱児兒生平

は、 J"攣ば日1tの2陪． 20本以上賓め

ば 3人に 1人は人熱児．

4．囀憫母代から生出れた子供は 、1免

解力で4ヵH、11t算力で5ヵ月、知

患が遅れる．

5. ~パコは、膚を荒し． 0髪を増す

鶉での人敵．

が
、
女
性
に
と
っ
て
ク
パ

n
は
、
特
に

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
自
身
の
受
け

る
害
よ
り
も
、
胎
児
に
及
ぽ
す
影
響
が

大
さ
い
の
で
す
。

現
在
、
妊
娠
中
で
な
く
て
も
同
じ
だ

と
い
い
ま
す
。

タ
パ
コ
は
‘
吸
わ
な
い
に
こ
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
吸
う
場
合
は
、
他

人
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
吸
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

．
 

、つ
尚
、
会
合
の
会
場
で
は
禁
煙
で
す
が

タ
バ
コ
を
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ

と
ト
イ
レ
休
け
い
と
閲
じ
よ
う
に
外

へ

出
て
、
喫
堀
所
で
吸
い
ま
し
ょ
う
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

水
月

闘
の
欝
川
花
ま
つ
り
川
柳
大
会
が
、

四
月
二
十
九
日
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

•P f
 屈

の
最
優
秀
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
吉
村
影
浦
ハ
ル
ミ

0
は
ら
は
ら

＊
洲
市
洒
井

張
ス
U差
へ

孫

の

9

0
し

つ

ぼ

松

山

市

白

石

墜
屡
喜
W

0
剌

す

野

村

町

布

田

9点
醤
こ
8
古
し
罪
は
な
い

光 清
春

愛
十

ヽ
・
｀

I
I
i
＜

I
I
i
v
t
~
’

B

ぶ

3ig贔―

繹
唸

3
 

＞
附

3

(

 

＞
岬
・

咄

◇

川

咄

＾

9

贔
岱
泣
訟

w
 

/
h
"
 

向
和
問
題
に
関
す
る
学
翌
を
は
じ
め
よ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
．

う
と
す
る
と
さ
、
よ
く
「
ま
た
同
和
か
」
公
民
館
で
は
、
い
ろ
い
ろ
の
形
で

同
和
学
習

と
か
「
そ
れ
は
も
つ
わ
か
っ
て
い
る
」
と
を
逃
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
館
報
で
も
、
シ
リ
ー

い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。

ズ

H
凹
和
問
印
を
身
え
て
見
た
い
と
忠
い
ま
す
．

そ
の
よ
つ
な
言
策
は
、
実
は
同
和
問
暉

が
よ
く
理
別
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
‘

「
0
分
に
は
醤
の
な
い
こ
と
だ
、
わ
ず
ら

わ
し
い
」
と
い
う
名
え
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
同
和
間
郎
は
決
し
て
他
人
ご

と
、
他
人
の
問
題
で
は
な
い
の
で
す
．

私
た
ち
は
‘
か
な
し
い
発
別
事
件
や
結

婚
問
郎
、
糾
の
立
楊
や
親
類
づ
き
あ
い
の

問
四
で
囚
っ
た
訊
な
ど
い
く
ら
で
も
聞
い

て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．

ま
た
同
和
問
四
は
、
人
と
し
て
の
芯
本

的
人
福
に
か
か
わ
る
大
亭
な
間
脳
で
あ
る

日

裔

雹

ば

、
す
べ
て
の
隠

危

命

・

n由
・

幸
福
を
求
め
る
権
利
を
必
本
的
人
権
と

し
て
係
障
し
て
い
ま
す
．

人
間
は
｀
個
人
と
し
て
最
大
限
に
尊
重
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

0
茄
本
的
人
憚
の
尊
皿

嘉
の
柱

-0ro
“
し
か
し
、
今
な
お
凶
民
の

一
部
の
人
た
ち
に

は
‘
-
]
の
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
久
の
権
利

が
優
さ
れ
、
人
権
が
十
分
の
保
障
さ
れ
て
い
な

l

|

l

叶

5
ー

I

！
日
月
日
引

5511
釦
ーー

i-

探
く
ら
せ
ー

をを
知
っ
だ
さ
の
シ

mッ
ク

i
 

i
 

一
i
 

i
 

l
 

i
 

i
 

i
 i

0小

粒

野

村

町

兵
眼

i
 

i

位
で
も
人
究
法
り
b
1
7
し
盆
g

0

図

星

――
ニ
・i-
1・・II
―-
1-――
―
――
―
―
-•
―i
i
i
i
i
i

i
!
i

ー
！

i
‘
i
i

一
、
は
じ
め
に

0
仕

度

野

村

町

有

田

愛

子

き
っ
ば

P
呈
塁
ち
切
念
旦

◎
つ
じ
つ
ま

大
洲
市
大
野
水
沐
子

忌
へ
つ
じ
つ
ま
合
わ
空
次
の
嘘

E市
ま紐
わ城

n g寂

L-坊----
＂
市
上
田
満
男

一
ま
ま
醤

い
事
実
が
あ
る
の
で
す
。

っ
胄
、

日
本
の
歴
訪
発
農
の
途
中
に

お
い
て
つ
く
ら
れ
た
身
盆
別
に
よ
っ
て
今

も
、
諏
業
の
自
由・

数
守
を
受
け
る
櫂
利
・

居
佳
の
品
・
籾
卿
の
品
な
ど
が
完
全
に

恩
茫
い
な
い
亭
実
が
あ
る
の
で
す
。

そ
の
こ
と
を

一
般
に
部
落
発
別
と
い

っ

た
り
｀
そ
の
こ
と
に
関
す
る
問
題
を
向
和

閲
四
と
い

っ
て
い
ま
す
．

9
9
1
9
9
9
9
1
9
1
9
1
1
9
9
1
1
1
9
1
1
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
 

i

「同
和
」と
は
ど
つ
い
、
み
森
で
し
ょ

．

-
；
 

て
？
力

i
「
同
和
」
と
は
「
同
胞
一
和
」
と
か
「
岡
胞
~

云
融
和
」
と
い
う
言
業
を
格
し
た
も
の
で
、i

-
「
且
盆
団
往
み
ん
な
兄
弟
で
あ
り
一
っ

―

亡

と
け
あ
お
う
」
と
い
う
意
味
で
す
．
i

1
1
9
ヽ
9
9
9
9
1
1
1
9
1
1
1
1
9
9
1
1
1
9
1
1
1
9
9
9
9
9
,
'

私
た
ち
は
、
自
分
の
生
命
を
大
切
に
し
、

幸
サ
年
ま
り
る
と
と
も
に
、
他
人
の
生
命
‘

他
人
の
中
せ
も
大
切
に
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
．
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新しい

広報つづりを配付
四月号から、広報肱川の型が

ひと回り大きくなりました。

現在使用していただいており

ますつづりでは、合わなくなり

ましたので新しい広報つづりを

項 目 区分 賃 金

水 田杭作業 男 5,000円

女 4,000円
田 山田 10,000円

作
春田おこし

沖田 8,000円

業
しろかき 8,000円

すきかき 12,000円

一 般農作業
男 5,000円

女 3,500円

農作業賃金目安表
農
業
委
只
会
四
月
定
例
会
に
お
い

て
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
農
作
業
貨

金
の
目
安
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
貨
金
は
あ
く
ま
で
目

安
で
す
の
で
、

地
区
あ
る
い
は
慣
習

に
よ
り
合
わ
な
い
楊
合
は
お
互
い
の

話
し
合
い
で
貨
金
を
決
定
し
て
く
だ

さ
い
。

,
1
,
 

）
 

た当日ー,',．
‘
 

豪時間は特に定めない．機械作業はIOa当たり ．

き
ま
る

今
年
度
の

農
作
業
賃
金

6月の日曜・祝巳当直医

日 当直医 電 虹pu 

5日 前田医院
(08943) 4 -2 8 5 9 

（日） （五十崎町）

12日 松浦医院
(08934) 4 -2 7 7 6 

（日） （五十岡町）

19日 藤本医院
(08934)4-2 5 61 (H) （五十崎町）

26日 植木医院
(08934) 4 -2 2 1 5 

（日） （五十崎IDJ)

救
曜日 病院名 雹 話

月
菊原外科医院

(08932) 4-4 6 4 6 
（大洲市）

火
大洲市立病院

(08932) 4-2 1 5 1 
（大洲市）

水
加戸病院

(08932) 4 -5 1 0 1 
（大洲市）

木一日
大洲中央病院

(08932) 4 -4 5 5 1 
（大洲市）

急 病 院

お
配
り
し
ま
す
。

こ
れ
に
は
約
二
年
分
の
広
報
を
と

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
報
肱
川
、
定
時
放
送
に

つ
い
て
の
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

••• 6
月

2
日
困

（受
付
時
間
）

午
後

1
時
ー

2
時

肱
川
町
公
民
館

健
康
相
禁
宰

郷
緒
良
三
先
生
（
大
洲
市
）

＠
ム
シ
歯
予
防
教
室

6
月
7
日
閲

（受
付
時
間
）

午
前

9
時

30分
1
10時

▽

楊

所

肱

川
町
公
民
館

濠
希
望
名
に
は
通
知
書
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

6
月

14
日
因

午
前

10時
ま
で
に

▽
楊
所

肱

川

町

役

場

（町
民
課
）

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

面
璽
団
匿
函
国

▽
相
飲
日

6
月

23日
困

▽
会

場
大
洲
市
立
中
央
公
民
館

▽
相
談
内
容

0
目
・
耳
が
不
自
由

0
手
足
が
不
自
由

0
情
緒
に
問
題
が
あ
る

0
ち
え
が
お
く
れ
て
い
る

0
こ
と
ば
が
不
自
由

▽
対
象
者

0
歳
ー
就
学
前
の
乳
幼
児

▽
申
し
込
み
先

肱
川
町
教
育
委
且
会
へ
六
月

一

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

手
紙
に
は
、
電
話
と
は
ち
が
っ
た

良
さ
が
あ
り
ま
す
。

言
葉
で
百
え
な

い
こ
と
で
も
手
紙
に
は
書
く
こ
と
も

で
き
‘

湘
手
の
心
に
い

つ
ま
で
も
残

り
ま
す
。

六
月
の
第
二
日
曜
日
（
六
月
十
――

B
)
は

「
父
の
日
」
で
す
。
遠
く
離

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
お
父
さ
ん
へ
、

感
謝
の
お
便
り
を
添
え
た
お
祝
い
の

品
を、

郵
便
小
包
で
お
送
り
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

心
の
こ
も
っ
た
手
紙
と
郵
便
小
包

は
、
父
の
日
の
何
よ
り
の
贈
物
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

⑥
父
の
日
の
お
祝
い
に

手
紙
を
添
え
た
郵
便
小
包
を

▽
日
時

．
 

♦
 

．
 

▽
医
師

▼
相
駁
且
の
自
宅
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。

▽
場
所

▽
日
時

＠
乳
児
儒
康
診
査

＠心身障害児巡回就学相談

> > > 相

25 15 6 駁
日 日 日
は） 休） 岬 日

桧藤 山 二 谷本 桜 福 担
田麻 中 窟 田田 当

工 卜 相
::. ‘ 麿舟 恒雄 子シ 保 月博力

▽
日
時

◎
時

間

午

前

9
時
ー
午
後

4
時

◎
場
所

肱

川

町

公

民

館

心
配
ご
と
相
款
至

⑥
 

＠
心
配
ご
と
相
談

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 

＊
お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

|

＊
*
＊
＊
＊
 

中
宮
フ
ミ
エ
さ
ん

(76成
）

小
川
卯
太
治
さ
ん

(81成
）

敏
春
さ
ん

(67成
）

大 久 協

平 保 生

▽
日
時

⑨
行
政
相
駿

6
月

6
日
囲

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
駿
室

福

田

保

委
只

＠
農
地
相
餃

▽
相
談
μ

▽
場
所

▽
日
時

山
本

5
月
25日
困

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽
役
楊
第

3
会
膿
呈

▽
担
当
相
歓
貝

北
本

登

上

野

光

孝

◎

農

業

関
係
に

つ
い
て
お
気
軽
に

ご
相
飲
く
だ
さ
い
。

*

*

＊

＊

＊

'

*

 

＊
 

t

お
誕
生
お
め
で
と
う

＊

ご
ざ
い
ま
す

＊

＊
 

女*

＊

＊

＊

＊

＊

 

白

石

上
田
恒
雄
さ
ん

長

男

敏

行

ち

ゃ

ん

下
鹿
野
川

川

上
窃
士
雄
さ
ん

二
男

栄

作

ち

ゃ

ん


